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局の動き

［総務部］

11月は下請取引適正化推進月間です
［財務部］　

管内経済情勢報告
［農林水産部］

食品のトレーサビリティの推進に向けて

［運輸部］

交通バリアフリー教室の開催

巻 頭 言
国立劇場おきなわへの期待
作家／国立劇場おきなわ
運営財団理事　 大 城 立 裕

沖縄及び北方対策担当大臣　茂 木 敏 充

Muribushi

米州開発銀行（IDB）ラテンアメリカ・セミナー
～2005 沖縄総会に向けて～

［財務部］

茂木敏充  沖縄及び北方対策担当大臣が就任後初来沖［総務部］

平成15年度「統計の日」
農林水産大臣感謝状伝達式を開催

［農林水産部］

「第20回伝統的工芸品月間国民会議
 沖縄地区大会」の開催

［経済産業部］

平成15年度全国道路標識週間の実施［開発建設部］

平成15年度船員労働安全衛生月間の実施［運輸部］

［表紙解説］

国立劇場おきなわ

　「国立劇場おきなわ」は、全国で６番目の国立

劇場として、平成12年11月に着工し、平成15年

７月に完成しました。また、平成15年８月31日

には竣工式が行われ、来年１月にはこけら落し

の公演が予定されています。

 国立劇場おきなわでは、組踊などの沖縄伝統

芸能だけではなく、本土の伝統芸能、アジア・太

平洋地域を中心とした海外の民俗芸能などの多

彩な公演が行われることとなります。

 さらに、伝承者の養成、研修をはじめ、沖縄

伝統芸能に関する資料を収集し、保存・活用す

ることなどが計画されています。

ゆいレール駅シリーズ①　那覇空港駅

その1
キャンプ桑江北側地区等の返還に係る
特定振興駐留軍用地跡地の指定について

その２
国立劇場おきなわ完成

就任ご挨拶

大臣、副大臣及び政務官プロフィール

［経済産業部］

「見直そうライフライン」
～台風被害を防ぐために　～！

18 21

随筆・提言
沖縄の地域振興
前内閣府政策統括官（沖縄担当）　安 達 俊 雄 お知らせ／編集後記

　今後の課題 （中）

編
　
集
　
後
　
記

アートタイル
（ハイビスカス）

那覇空港駅構内

ゆいレール　那覇空港駅

アートガラス
（県花と琉球古典舞踊）

那覇空港連絡通路
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こ
の
度
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）
を
拝
命
し
た

茂
木
敏
充
で
す
。

　

復
帰
後
三
十
余
年
が
経
過
し
、
沖
縄

が
新
た
な
発
展
の
基
礎
を
築
い
て
い
く

重
要
な
時
期
に
担
当
大
臣
に
就
任
し
、

大
変
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
ま
す
。

　

私
は
大
臣
と
し
て
現
場
主
義
を
貫
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
任
直
後
に

沖
縄
を
訪
れ
、
稲
嶺
知
事
を
は
じ
め
県

内
各
界
の
多
く
の
方
々
と
お
会
い
し
、

産
業
振
興
の
問
題
、
米
軍
施
設
・
区
域

の
問
題
な
ど
沖
縄
の
抱
え
る
諸
課
題
に

つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
概
況
や

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
予
定
地

を
自
分
の
目
で
確
か
め
ま
し
た
。
今
後

と
も
現
地
を
訪
問
し
、
県
内
各
界
各
層

の
皆
さ
ん
の
声
も
お
聴
き
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
が
本
土
に
復
帰
し
て
以
来
、
政

府
は
三
次
に
わ
た
る
振
興
開
発
計
画
を

策
定
し
、
総
額
約
七
兆
円
の
国
費
を
投

入
し
て
、
社
会
資
本
の
整
備
を
中
心
に

本
土
と
の
格
差
是
正
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
県
民
各
位
の
御
努
力

と
相
ま
っ
て
、
沖
縄
は
着
実
に
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
他

方
、
今
日
な
お
沖
縄
の

社
会
経
済
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
自
立
型
経

済
の
構
築
に
向
け
た
一

層
の
取
組
が
極
め
て
重

要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
昨
年
四
月
に
施
行

さ
れ
た
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
及
び
昨
年
七
月

に
決
定
し
た
沖
縄
振
興

計
画
も
こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
基
づ
く
も
の

で
、
こ
れ
ら
に
沿
っ

て
、
観
光
、
情
報
通
信
、

農
林
水
産
業
等
の
各
種

産
業
の
一
層
の
振
興
、

そ
れ
を
支
え
る
人
材
の

育
成
や
科
学
技
術
の
振

興
な
ど
、
沖
縄
の
新
た

な
る
発
展
に
向
け
て
、
地
元
と
一
体
と

な
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も

り
で
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
、
沖
縄
の
亜
熱
帯

の
美
し
い
自
然
を
始
め
と
す
る
地
域
特

性
や
優
位
性
を
最
大
限
に
い
か
し
て
い

く
と
い
う
視
点
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

り
ま
す
。
沖
縄
を
中
心
と
す
る
半
径
千

五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
東

京
、
北
京
、
香
港
、
マ
ニ
ラ
が
あ
り
、

沖
縄
は
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
琉

球
王
国
時
代
に
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
結

ぶ
海
洋
国
家
と
し
て
盛
ん
に
交
易
・
交

流
を
行
い
、
独
自
の
文
化
を

育
ん
で
い
っ
た
と
い
う
歴
史

も
有
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

沖
縄
に
ふ
さ
わ
し
い
産
業
の

集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
ま

た
国
際
交
流
拠
点
の
形
成
に

向
け
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機

能
の
充
実
な
ど
諸
基
盤
の
整

備
を
進
め
て
い
く
、
こ
れ
が

こ
れ
か
ら
の
沖
縄
の
進
む
方

向
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
、
今
回
の
組

閣
で
若
い
世
代
の
一
人
と
し

て
起
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

若
く
、
新
し
い
発
想
と
行
動

力
で
、
将
来
に
向
け
た
夢
の

あ
る
分
野
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
設
立
構
想
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
沖

縄
振
興
の
目
玉
と
な
る
大
変
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
考
え
て
お
り
、
構
想
の

具
体
化
に
向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま

す
。
先
般
、
名
護
市
に
お
い
て
関
係
各

位
の
多
大
な
る
御
尽
力
の
下
、
第
一
回

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
裡
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
三
百
五
十
一
人
の
研
究
者
の

関
心
と
期
待
の
高
さ
を
肌
で
感
じ
る
と

と
も
に
、
世
界
の
一
流
の
研
究
者
が
こ

の
構
想
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
、
心
強
く
思
い
ま

し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功

は
、
今
後
の
構
想
の
推
進
に
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
存
在
は
、
我

が
国
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
の
平
和
と
安
定
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
一
方
で
、
施
設
・
区
域
の
集
中
に

よ
り
県
民
の
皆
様
に
大
き
な
御
負
担
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で

一
年
間
、
外
務
副
大
臣
と
し
て
基
地
問

題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
担
当

大
臣
と
し
て
沖
縄
の
抱
え
る
諸
課
題
に

つ
い
て
、
今
ま
で
以
上
に
重
く
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
普
天
間
飛
行
場
の
移

設
・
返
還
を
は
じ
め
県
民
の
皆
様
の
御

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
取
り
組
み
ま
す
。

　

私
は
担
当
大
臣
と
し
て
、
県
民
の
皆

様
の
思
い
を
一
歩
一
歩
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
自
ら
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
沖
縄
の
た
め
に
御
尽
力
さ
れ

た
歴
代
の
沖
縄
開
発
庁
長
官
、
沖
縄
担

当
大
臣
等
多
く
の
方
々
の
情
熱
、
熱
意

を
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
沖
縄
の
新

た
な
発
展
に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て

い
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
私
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日
付
け
で
沖
縄
及

び
北
方
対
策
担
当
大
臣
に
茂
木
敏
充
氏
が
就
任

さ
れ
た
。

　

平
成
五
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平

成
六
年
衆
議
院
運
輸
委
員
会
理
事
、
平
成
八
年

衆
議
院
石
炭
対
策
特
別
委
員
会
理
事
、
同
年
衆

議
院
商
工
委
員
会
理
事
、
平
成
九
年
衆
議
院
内

閣
委
員
会
理
事
、
同
年
衆
議
院
外
務
委
員
会
理

事
、
平
成
十
一
年
通
商
産
業
政
務
次
官
、
平
成

十
二
年
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
、
平
成

十
四
年
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選

挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
理
事
、
同
年

外
務
副
大
臣
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

栃
木
県
出
身　

四
十
八
歳

　　

平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日
付
け
で
内
閣
府

副
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
に
中
島

眞
人
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

平
成
七
年
参
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平

成
九
年
参
議
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
、
平
成

十
年
大
蔵
政
務
次
官
、
平
成
十
一
年
参
議
院
財

政
金
融
委
員
会
（
大
蔵
委
員
会
）
筆
頭
理
事
、

平
成
十
二
年
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
常
任
委

員
長
、
平
成
十
三
年
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

常
任
委
員
長
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

山
梨
県
出
身　

六
十
八
歳

　　

平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日
付
け
で
内
閣
府

大
臣
政
務
官
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
）
に

宮
腰
光
寛
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

平
成
十
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
初
当
選
。
平

成
十
二
年
衆
議
院
労
働
委
員
会
理
事
、
平
成
十

三
年
衆
議
院
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特

別
委
員
会
理
事
、
平
成
十
四
年
農
林
水
産
大
臣

政
務
官
等
を
歴
任
後
現
在
に
至
る
。

富
山
県
出
身　

五
十
二
歳
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国
立
劇
場
お
き
な
わ
の
発
想
の
元

は
、
組
踊
の
伝
統
継
承
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
志
は
二
重
の
意
味
を
お

び
て
い
る
。
ま
ず
、
組
踊
が
琉
球
文
化

の
粋
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

よ
く
も
近
代
百
年
を
生
き
延
び
て
き
た

も
の
だ
、
と
い
う
感
慨
が
あ
る
。
戦

前
、
県
の
幹
部
は
知
事
は
じ
め
部
長
や

課
長
の
多
く
が
ヤ
マ
ト
か
ら
来
た
人
で

占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
争
が
近
づ
い

た
頃
、
警
察
部
長
が
芝
居
の
役
者
た
ち

を
あ
つ
め
て
言
っ
た
と
い
う
「
こ
れ
か

ら
組
踊
を
標
準
語
で
や
る
よ
う
に
」。

そ
れ
は
無
理
だ
と
役
者
た
ち
は
思
っ
た

の
で
、
上
演
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と

か
。

　

そ
の
ま
ま
戦
争
を
迎
え
た
わ
け
だ

が
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
民
衆
が
す
べ
て

米
軍
の
収
容
所
に
あ
つ
め
ら
れ
た
こ
ろ

に
、
石
川
の
収
容
所
で
突
如
、
組
踊
が

上
演
さ
れ
た
。
ド
ラ
ム
缶
を
な
ら
べ
て

舞
台
を
つ
く
り
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
衣

裳
を
つ
く
り
、
薬
品
で
化
粧
し
、
木
を

焼
い
て
墨
を
つ
く
り
眉
を
引
い
た
。
そ

し
て
上
演
し
た
劇
が
『
花
売
り
の
縁
』

で
、
こ
れ
に
観
衆
が
涙
を
流
し
た
の

は
、
離
散
し
た
家
族
の
め
ぐ
り
あ
い
の

物
語
で
、
身
に
つ
ま
さ
れ
た
か
ら
だ
。

弾
圧
さ
れ
た
伝
統
が
、
こ
う
し
て
よ
み

が
え
っ
た
。

　

こ
う
し
て
戦
後
の
民
衆
の
精
神

作
興
は
、
せ
っ
か
く
組
踊
を

ふ
く
む
沖
縄
芝
居
で
は
じ

ま
っ
た
が
、
ま
も
な
く

映
画
に
お
さ
れ
て
、

芝
居
は
衰
微
へ
向

か
っ
た
。
役
者
た

ち
は
舞
踊
教
授

で
口
を
糊
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
組
踊

は
舞
踊
家
が
受

け
継
ぐ
こ
と
に

な
る
。

　

こ
こ
で
さ
ら

に
理
解
さ
れ
る
の

は
、
伝
統
の
灯
は
消

え
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
は
細
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
具
体
的
に
い

え
ば
、
組
踊
は
も
と
も
と
演

劇
で
あ
っ
た
の
に
、
舞
踊
家
が
継
承

し
た
の
で
、
発
声
や
間
の
取
り
か
た
を

含
む
ド
ラ
マ
の
気
の
創
造
に
修
練
が
弱

い
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
継
承
の
可

能
性
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
重

の
意
味
の
所
以
で
あ
る
。

　

日
本
の
芸
能
は
三
本
柱
で
成
り
立
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
一
九
七
二
年

の
「
復
帰
」
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
認

識
さ
れ
た
。
そ
こ
で
組
踊
が
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
妥
当
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
が
、
江
戸
芸
能
の
た

め
に
も
上
方
芸
能
の
た
め
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ
国
立
劇
場
が
あ
る
こ
と

が
、
あ
ら
た
め
て
反
省

さ
れ
、
組
踊
の
伝
統

継
承
の
た
め
に
専

用
劇
場
が
必
要

だ
と
認
識
さ

れ
た
の
は
、

こ
れ
ま
た
自

然

の

こ

と

で
あ
っ
た
。

素

朴

に

い

っ

て
、

琉
球
王
朝

で
は
能
舞
台

で
上
演
さ
れ

た
の
に
、
近

代
に
は
芝
居
の

額
縁
舞
台
で
の

上
演
に
な
っ
た
。

型
が
崩
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
に
は
、
能
舞
台
が
必

要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

専
用
劇
場
は
国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）

と
よ
ば
れ
、
そ
の
誘
致
運
動
と
と
も

に
、
県
庁
に
検
討
委
員
会
が
お
か
れ
た

が
、
そ
こ
で
の
十
余
年
来
の
議
論
で
得

た
の
は
、
ま
ず
ひ
と
く
ち
に
能
舞
台
と

い
っ
て
も
、
簡
単
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
他
、
こ
ま
か
い
問
題
が
い

ろ
い
ろ
と
あ
る
と
知
っ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
議
論
で
ク
リ
ア
す
る
の

に
、
委
員
た
ち
の
使
命
感
と
責
任
感

は
、
燃
え
盛
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の

過
程
で
、
組
踊
劇
場
は
組
踊
役
者
の
学

校
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
も
論
じ

ら
れ
た
。
国
の
起
ち
あ
が
り
を
見
る
頃

に
は
、
県
民
の
期
待
も
大
き
く
な
っ

た
。
た
だ
、
一
般
県
民
の
期
待
が
大
き

く
な
る
頃
に
は
、
組
踊
劇
場
は
「
組
踊

だ
け
の
た
め
か
」
と
い
う
問
題
意
識
も

芽
生
え
た
。
企
画
が
し
だ
い
に
ふ
く

ら
ん
で
、
芸
能
一
般
の
た
め
に
と
、
大

き
く
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
も
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
組
踊
を
中
心
に
す
る
が
、

同
時
に
そ
の
基
礎
で
あ
る
舞
踊
や
古
典

音
楽
、
さ
ら
に
裾
野
で
あ
る
沖
縄
芝
居

や
シ
マ
歌
も
ふ
く
め
、
ま
た
ア
ジ
ア
芸

能
と
の
連
携
も　
　

二
〇
〇
四
年
新
春

に
幕
を
あ
け
る
こ
け
ら
落
と
し
は
、
そ

の
全
貌
を
あ
ら
わ
す
だ
ろ
う
。「
組
踊

劇
場
（
仮
称
）」
か
ら
「
国
立
劇
場
お
き

な
わ
」
と
い
う
命
名
に
決
定
し
た
の
に

は
、
そ
う
い
う
視
野
の
広
さ
も
手
伝
っ

て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
首
里
城
は

沖
縄
文
化
の
象
徴
だ
が
、
国
立
劇
場
お

き
な
わ
は
、
第
二
の
首
里
城
に
す
べ
き

だ
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
第
二
の
象
徴

は
、
生
き
た
文
化
を
伝
え
る
殿
堂
、
ま

た
役
者
た
ち
が
誇
り
を
も
っ
て
修
練
を

積
む
場
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
先

に
ア
ジ
ア
と
の
主
体
的
交
流
、
連
帯
が

あ
る
。



特
定
跡
地
の
指
定
に
つ
い
て

　

今
年
の
三
月
三
十
一
日
、
キ
ャ
ン
プ

桑
江
北
側
地
区
及
び
旧
桑
江
ブ
ー
ス

タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
地
区
（
以
下

「
キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
等
」
と
い

う
。）が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
政
府
は
同
区
域
を
平
成
十
五
年
十

月
八
日
「
特
定
振
興
駐
留
軍
用
地
跡
地

（
特
定
跡
地
）」
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
定
跡
地
の
制
度
は
、
沖
縄
振

興
特
別
措
置
法
で
新
た
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、
同
跡
地
が
指
定
第
一
号
と
な

り
ま
す
。

　

指
定
は
内
閣
総
理
大
臣
が
行
い
ま
す

が
、
そ
の
指
定
を
行
う
た
め
に
は

　

①　

原
状
回
復
に
相
当
の
期
間
を
要

す
る
こ
と

　

②　

計
画
的
な
開
発
整
備
が
沖
縄
の

振
興
に
資
す
る
こ
と

　

③　

返
還
跡
地
の
面
積
が
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

と
い
う
要
件
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ

桑
江
北
側
地
区
等
に
つ
き
ま
し
て
は
別

表
に
示
す
と
お
り
、
三
つ
の
要
件
を
満

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
は
、
キ
ャ
ン
プ
桑
江

4

総　務　部

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
等
の
返
還
に
係
る

キ
ャ

特
定
振
興
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
指
定
に
つ
い
て

特
定

い
てて

　

　

沖
縄
本
島
の
各
地
域
に
点
在
す
る
、
既
に
返
還
さ
れ
た
駐
留
軍
用
地
の
跡
地
や
今
後
返
還
さ
れ
る
こ
と
が
合

意
さ
れ
た
駐
留
軍
用
地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
、
沖
縄
の
振
興
と
県
民
の
豊
か
な
生
活
の
た
め
に
重
要
な

課
題
で
す
。

　

昨
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
お
い
て
も
、
国
、
県
、
関
係
市
町
村
な
ど
が
密
接
に
連

携
し
、
速
や
か
に
有
効
な
跡
地
利
用
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

� ��������

� ��������

（キャンプ桑江北側地区等に係る特定跡地の指定要件に関する事項）

　本区域は原状回復措置に少なくとも６か月以上要する見込
みであること。

開発整備を行うに当
たって原状回復に相当
の期間を要すること
（法第101条第１項）

①　沖縄振興計画（平成14年７月10日決定）においては、中
部圏域の振興の基本方向について、「普天間飛行場等駐留軍用
地跡地の再開発を契機として、都市機能の再編・整備を行い、
那覇市から石川市間において、活力と潤いのある連たんした
都市圏形成を推進する」こととされ、具体的な推進方策とし
て、キャンプ桑江等の駐留軍用地跡地については、「良好な住
宅地や生活関連施設、行政サービス施設等の整備を進め、併
せて地域商業の活性化を図り、職住近接のまちづくりを進める」
こととされていること。
②　本区域は北谷町が計画している土地区画整理事業の区域
であり、町役場を中心とした業務拠点や住宅地の整備、隣接す
る美浜地区との連携等により、利便性の高い都市機能を備え
た職住近接型の新しい都市空間の整備が見込まれていること。

計画的な開発整備が沖
縄の振興に資すると認
められること
（法第101条第１項）

返還面積は39.5ヘクタールであること。
面積が５ヘクタール以
上であること
（政令第35条）

平成15年３月末に返還のあったキャンプ桑江北側地区等



北
側
地
区
等
を
特
定
跡
地
に
指
定
す
る

た
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す

る
と
と
も
に
、
沖
縄
県
知
事
に
意
見
を

聴
き
、
さ
ら
に
九
月
二
十
四
日
沖
縄
県

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
沖
縄
振
興
審
議

会
に
お
い
て
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
「
異
議
は
な
い
」
と
の
回
答
及

び
答
申
を
受
け
て
、
今
回
の
指
定
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

特
定
跡
地
に
指
定
さ
れ
ま
す
と
、
市

町
村
の
長
は
市
町
村
総
合
整
備
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
計

画
的
な
開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
地
主
に
対
し
て
は
特

定
跡
地
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
定
跡
地
給
付
金
に
つ
い
て

　

特
定
跡
地
給
付
金
は
、
沖
縄
振
興
特

別
措
置
法
第
百
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

従
来
、
地
主
は
、「
沖
縄
県
に
お
け
る

駐
留
軍
用
地
の
返
還
に
伴
う
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
（
返
還
特
措
法
）」
に
よ

り
、
実
際
に
使
用
・
収
益
に
至
る
ま
で

最
長
三
年
間
の
期
間
は
賃
借
料
に
相
当

す
る
額
を
給
付
金
と
し
て
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
定
跡
地
給
付
金
は
返
還
特
措
法
の

給
付
期
間
に
加
え
、「
原
状
回
復
に
要

す
る
期
間
」
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め

る
期
間
、
給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、

　

①
特
定
跡
地
の
円
滑
な
利
用
の
促
進

を
図
る

　

②
原
状
回
復
に
相
当
の
期
間
を
要
す

る
こ
と
に
伴
う
所
有
者
等
の
負
担

の
軽
減
を
図
る

と
い
う
趣
旨
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
お
い
て

は
、
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用
の
推
進
の

た
め
の
制
度
と
し
て
、
特
定
跡
地
の
他

に
も
「
大
規
模
振
興
拠
点
駐
留
軍
用
地

跡
地
（
大
規
模
跡
地
）」
の
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
跡
地
の
指
定
の
た
め
の
要
件

は
、

　

①
市
街
地
の
計
画
的
な
開
発
整
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と

　

②
原
状
回
復
･
開
発
整
備
に
長
期
間

を
要
す
る
こ
と

　

③
沖
縄
の
振
興
の
拠
点
で
あ
る
こ
と

　

④
返
還
跡
地
の
面
積
が
三
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

　

⑤
一
団
の
土
地
で
あ
る
こ
と

　

⑥
既
成
市
街
地
に
隣
接
し
て
い
る
こ

と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

指
定
後
、
内
閣
総
理
大
臣
は
国
の
取

組
方
針
を
、
ま
た
沖
縄
県
知
事
は
県
総

合
整
備
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
他
、
地
主
に
対
し
て

大
規
模
跡
地
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
跡
地
及
び
特
定
跡
地
の
ど
ち

ら
の
制
度
も
、
地
主
の
方
々
の
返
還
後

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
や
返
還
跡

地
を
有
効
か
つ
適
切
に
利
用
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
定
跡
地
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
駐
留
軍
用
地
の
返
還
に
対
す
る
措

置
の
第
一
号
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
続
く

駐
留
軍
用
地
の
返
還
跡
地
利
用
の
モ
デ

ル
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
の
か
、
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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　去る９月２４日、万国津梁館（名護市）において、第６回沖

縄振興審議会が開催されました。

　今回の審議会は、前身の沖縄振興開発審議会を含めても、

初めての沖縄開催となりました。

　審議会では、今年３月に返還された沖縄県北谷町のキャン

プ桑江北側地区等を沖縄振興特別措置法に基づく特定振興駐

留軍用地跡地として指定することについての審議を行いまし

た。本件については、去る８月２９日に内閣総理大臣から沖縄

振興審議会に諮問されていたことによるものです。

　審議の結果、キャンプ桑江北側地区等については、特定振

興駐留軍用地跡地としての指定を了承し、内閣総理大臣あて

答申を行いました。（これを受けて、１０月８日に指定（告示）

されました）

　この後、自由討論が行われ、今後の沖縄振興についての

様々な意見が出され、活発な議論が展開されました。

　なお、審議会委員について、８月１４日付けで全国知事会事

務総長の嶋津昭氏が退任され、その後任として９月１９日付け

で（財）地方公務員等ライフプラン協会理事長の池ノ内祐司

氏（いけのうちゆうじ）が新たに就任されました。

　また、審議会を挟んで、県外委員を中心に、キャンプ桑江

北側地区の返還跡地や普天間飛行場、沖縄健康バイオテクノ

ロジー研究開発センター等の現地視察も行いました。

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
で
設
け

ら
れ
た
駐
留
軍
用
地
跡
地
利
用

の
推
進
の
た
め
の
制
度
に
つ
い
て



　

浦
添
市
勢
理
客
に
建
設
を
進
め
て
い

た
「
国
立
劇
場
お
き
な
わ
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
国
立
の
劇
場
と
し
て
は
、

「
国
立
劇
場
」「
国
立
演
芸
場
」「
国
立

能
楽
堂
」「
国
立
文
楽
劇
場
」「
新
国
立

劇
場
」
に
つ
い
で
、
全
国
で
六
番
目
の

施
設
と
な
り
ま
す
。
平
成
十
二
年
十
一

月
の
着
工
以
来
、
鋭
意
工
事
が
進
め
ら

れ
、
本
年
七
月
末
に
完
成
し
、
去
る
八

月
三
十
一
日
に
は
、
多
く
の
来
賓
を
迎

え
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
来

年
一
月
十
八
日
に
は
柿
落
し
の
落
成
式

典
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
一
月
二
十
三

日
か
ら
八
週
間
に
亘
っ
て 
、
開
場
記
念

公
演
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

は

じ

め

に　
　
　
　
　
　

　

琉
球
王
国
に
は
、
か
つ
て
国
王
の
代

替
わ
り
ご
と
に
中
国
か
ら
「
冊
封
使
」

と
呼
ば
れ
る
使
者
が
渡
来
し
、「
冊
封

（
国
王
に
任
命
す
る
と
い
う
詔
勅
を
与

え
る
こ
と
）」の
式
典
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
琉
球
王
府
は
、
冊
封
使
を
も
て

な
す
芸
能
公
演
の
た
め
、「
踊
奉
行
」
を

設
け
数
多
く
の
音
楽
、
舞
踊
や
演
劇
を

仕
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
芸
能
は
総

称
し
て
「
御
冠
船
踊
」
と
言
わ
れ
、
十

八
世
紀
に
時
の
踊
奉
行
、
玉
城
朝
薫
に

よ
っ
て
、
そ
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
、
大

成
し
た
も
の
で
す
。
特
に
「
組
踊
」
は
、

沖
縄
の
芸
能
や
、
故
事
を
基
礎
に
し

て
、
本
土
の
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
等
の

影
響
を
受
け
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
、

一
七
一
九
年
に
首
里
城
御
庭
の
特
設
舞

台
で
初
め
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
土
復
帰
の
年
、
昭
和
四
十
七
年
に

組
踊
は
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
沖
縄
に
は
、
伝
統
芸

能
を
公
演
す
る
施
設
が
な
か
っ
た
た

め
、
専
用
の
劇
場
の
建
設
が
、
沖
縄
県

及
び
地
元
関
係
者
か
ら
、
長
く
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

折
か
ら
、
平
成
八
年
に
沖
縄
振
興
策
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の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
劇
場

の
設
立
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
文
化
庁
と
沖
縄
開
発
庁
（
当
時
）

で
共
同
し
て「
国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）」

の
設
置
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
文
化
庁
は
、
劇
場
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
沖
縄
開
発
庁

は
、
設
計
費
、
工
事
費
を
計
上
し
、
こ

れ
を
受
け
た
沖
縄
総
合
事
務
局
で
、
設

計
及
び
工
事
発
注
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

計

画

概

要　

　

　

　

　

国
立
劇
場
お
き
な
わ
は
、
主
舞
台
、

上
手
袖
舞
台
、
下
手
袖
舞
台
を
持
ち
、

回
り
舞
台
、
前
舞
台
、
花
道
等
の
床
機

構
を
設
備
し
た
大
劇
場
及
び
小
規
模
の

公
演
、
研
修
等
に
使
わ
れ
る
小
劇
場
を

持
つ
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
多
数
の
稽

古
室
、
研
修
室
等
を
配
置
し
、
伝
統
芸

能
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
対
応
で
き
る

よ
う
設
計
さ
れ
、
沖
縄
伝
統
芸
能
の
殿

堂
と
な
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
組
踊
、
琉
球
舞
踊
、
琉

球
音
楽
、
沖
縄
芝
居
等
の
沖
縄
伝
統
芸

能
、
沖
縄
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
創
作
、

本
土
の
伝
統
芸
能
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
を
中
心
と
し
た
海
外
の
民
俗
芸
能

等
の
多
彩
な
公
演
行
事
が
行
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
伝
承
者
の
養
成
、
研
修
も

行
わ
れ
、
ま
た
、
沖
縄
伝
統
芸
能
に
関

す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
存
、
活
用
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
配
置
と

　

周
辺
整
備
計
画

　　

劇
場
は
、
西
海
岸
道
路

と
小
湾
川
の
交
差
す
る
敷

地
の
中
央
に
、
建
物
の
正

面
を
東
向
き
と
し
、
ま
わ

り
を
広
場
、
野
外
芸
能
空

間
、
駐
車
場
で
囲
む
ほ
ぼ

正
方
形
の
形
で
配
置
し
て

い
ま
す
。
劇
場
建
設
に
合

わ
せ
て
浦
添
市
で
は
、
劇

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

拡
幅
や
歩
道
の
整
備
及
び

南
側
・
西
側
の
隣
接
地
に
、

組
踊
公
園
（
仮
称
）
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
側
の
隣
接

地
に
は
、
結
の
街
（
仮
称
）
整
備
事
業

が
、
本
年
九
月
に
着
工
し
、
平
成
十
六

年
度
中
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

劇
場
周
辺
が
、
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
国
立
劇
場
お
き
な
わ
を

中
心
と
し
た
文
化
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

設

計

趣

旨　

　

　

　

　

設
計
に
お
い
て
大
き
な
課
題
、
テ
ー

マ
と
な
っ
た
の
が
、

　

・「
沖
縄
ら
し
さ
」
や
「
伝
統
的
」
と
い

う
こ
と
を
如
何
に
表
現
す
る
か
。

　

・
組
踊
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
の
伝

統
芸
能
の
た
め
の
劇
場
の
在
り

方
、
舞
台
・
客
席
形
式
は
何
か
。

と
い
う
二
点
で
す
。

　

沖
縄
ら
し
さ
や
伝
統
の
表
現　

　

琉
球
王
朝
時
代
の
民
家
の
特
徴
に
、

長
大
な
庇
が
、
深
い
影
を
つ
く
る
「
雨

端
（
あ
ま
は
じ
）」
と
呼
ば
れ
る
軒
下
空

間
と
、
格
子
状
や
、
網
代
状
に
竹
を
組

み
込
ん
だ
「
チ
ニ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
外

壁
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
陽
射
し

を
和
ら
げ
た
り
、
風
を
通
し
た
り
と
、

激
し
い
気
候
や
環
境
を
た
だ
遮
断
す
る

の
で
は
な
く
、
気
候
風
土
と
共
生
す
る

中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
伝
統
的
建
築
様
式
を
意
匠
的
な
モ

チ
ー
フ
と
し
、
造
形
的
な
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
で
表
現
し
、

堅
牢
で
彫
り
の
深
い
、
か
つ
呼
吸
す
る

よ
う
な
建
築
を
目
指
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
外
壁
は
、
一
・
九
ｍ
モ
デ
ュ
ー

ル
で
網
代
状
の
斜
格
子
の
ユ
ニ
ッ
ト
が

連
続
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
を

現
場
打
ち
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
製
作
し
ま
し
た
。
こ
の
外
壁
は
、

ひ
ね
り
を
伴
っ
た
三
次
元
の
複
雑
な
形

状
を
し
て
お
り
、
形
状
の
検
討
、
製
作
・

建
て
方
の
問
題
点
等
を
把
握
す
る
た

め
、「
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
を
製
作
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
精
度
の
高
い
ユ
ニ
ッ

ト
の
製
作
が
可
能
と
な
り
、
施
工
性
も

向
上
し
、
設
計
の
意
図
を
十
分
反
映
し

た
出
来
映
え
と
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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沖
縄
伝
統
芸
能
の
舞
台
形
式　

　

琉
球
王
朝
時
代
に
組
踊
は
、
首
里
城

の
「
御
庭
（
う
な
ー
）」
で
三
間
四
方
の

舞
台
を
仮
設
し
て
、
演
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
舞
台
に
所
作
台
を

敷
き
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
来
、
沖

縄
の
伝
統
芸
能
は
屋
外
で
演
じ
ら
れ
て

お
り
、
歌
舞
伎
や
能
、
オ
ペ
ラ
の
よ
う

に
範
と
す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
演
者
、
演
奏
家
、

演
出
家
、
舞
台
技
術
者
、
研
究
者
等
の

意
見
を
う
か
が
う
た
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
さ
ら
に

仮
設
舞
台
を
制
作
し
て
の
検
証
を
通
し

て
、
劇
場
、
舞
台
形
式
を
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
大
劇
場
は
、
オ
ー

プ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
ス

テ
ー
ジ
の
両
機
能
を
備
え
た
他
に
例
を

見
な
い
可
変
式
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

大　
　

劇　
　

場　
　
　
　
　

　

大
劇
場
は
二
層
と
な
っ
て
お
り
、
両

側
に
バ
ル
コ
ニ
ー
席
を
設
け
、
舞
台
を

三
方
か
ら
取
り
囲
む
よ
う
に
配
席
し
て

い
ま
す
。
組
踊
公
演
時
の
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
五
百
七
十
八
席
、
通
常
の
プ

ロ
セ
ニ
ア
ム
ス
テ
ー
ジ
時
で
六
百
三
十

二
席
と
な
っ
て
お
り
、
花
道
設
置
時

は
、
五
百
七
十
九
席
で
す
。
劇
場
は
、

芝
居
小
屋
の
伝
統
的
な
形
状
で
あ
る
箱

形
で
、
木
格
子
を
使
っ
た
内
装
に
は
、

伝
統
的
な
意
匠
の
美
し
さ
、
深
み
と
柔

ら
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緞
帳
は
、
格
子
状
に
凹
凸
を

付
け
る
と
い
う
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

格
子
の
向
こ
う
に
水
平
線
や
風
景
の
よ

う
な
も
の
が
見
え
る
抽
象
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に

よ
り
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
醸
し
出
す
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
紅
型
幕
も

設
置
し
て
あ
り
、
人
間
国
宝
玉
那
覇

有
公
氏
に
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
も

の
で
す
。

　

小　
　

劇　
　

場　
　
　
　
　

　

小
劇
場
は
、
客
席
数
二
百
五
十
五
席

で
、
比
較
的
小
規
模
の
公
演
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
大
劇
場
の
よ
う
な
回
り
舞

台
や
迫
り
と
い
っ
た
も
の

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
劇
場

は
、
客
席
と
舞
台
の
一
体

感
と
親
密
な
雰
囲
気
を
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
、
独

演
会
や
発
表
会
に
は
最
適

で
す
。
小
劇
場
に
設
置
さ

れ
て
い
る
緞
帳
は
、「
ニ

ラ
イ
カ
ナ
イ
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
で
、
夢
と
希
望
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

共
通
ロ
ビ
ー
・　

　

ホ
ワ
イ
エ

　

共
通
ロ
ビ
ー
は
、
観
客

の
動
線
の
核
と
な
る
場
所

で
、
こ
こ
を
基
点
に
大
劇

場
、
小
劇
場
等
に
ア
ク
セ

ス
し
ま
す
。
左
側
が
大
劇

場
と
ホ
ワ
イ
エ
、
右
側
が

チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
と

カ
フ
ェ
、
右
奥
に
小
劇
場

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
正
面

一
階
に
資
料
展
示
室
、
二
階
に
は
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
沖
縄
の
ほ
か
国
内
外
の
伝
統
芸
能

の
資
料
の
閲
覧
が
出
来
る
よ
う
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

8
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楽
屋
・
稽
古
室
等　
　
　
　
　

　

劇
場
に
は
、
用
途
に
応
じ
た
大
き
さ

の
楽
屋
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
階
に
は
、
養
成
研
修
室
や
大
稽

古
室
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
を
数
多
く

設
け
、
技
芸
の
正
統
な
継
承
、
伝
承
者

の
養
成
を
組
織
的
、
一
元
的
に
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に　
　　

　

国
立
劇
場
お
き
な
わ

は
他
の
国
立
劇
場
と
同

様
に
日
本
芸
術
文
化
振

興
会
の
施
設
で
す
。
劇

場
の
管
理
運
営
は
、
沖

縄
の
伝
統
芸
能
、
文
化

の
独
自
性
を
い
か
す
た

め
、
地
元
関
係
者
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
「（
財
）

国
立
劇
場
お
き
な
わ
運

営
財
団
」が
行
い
ま
す
。

今
後
、「
組
踊
」
を
中
心

と
す
る
沖
縄
伝
統
芸
能

の
保
存
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、
沖
縄
の
地
理

的
、
歴
史
的
な
特
性
を

い
か
し
、
伝
統
文
化
を

通
じ
た
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
交
流
の
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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親
事
業
者
（
発
注
者
）
と
下
請
事
業

者
と
の
取
引
は
下
請
取
引
と
し
て
、

「
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
」
に

よ
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
行
為
の
規
制

や
「
下
請
中
小
企
業
振
興
法
」
に
よ
る

振
興
基
準
に
よ
っ
て
、
親
事
業
者
の
義

務
や
禁
止
行
為
な
ど
ル
ー
ル
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
定
期
的
に
下

請
取
引
の
実
態
の
調
査
な
ど
を
行
い
、

下
請
取
引
適
正
化
の
た
め
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

【
親
事
業
者
の
義
務
】

○
取
引
条
件
等
を
記
入
し
た
注
文
書
の

交
付

○
下
請
取
引
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し

た
書
類
の
作
成
と
保
管

○
支
払
期
日
を
定
め
る
こ
と

○
遅
延
利
息
の
支
払

【
親
事
業
者
の
禁
止
行
為
】

○
注
文
し
た
製
品
の
受
領
拒
否

○
下
請
代
金
の
支
払
遅
延

○
下
請
代
金
の
減
額

○
受
領
し
た
製
品
の
返
品

○
買
い
た
た
き

○
製
品
等
の
購
入
の
強
制

○
行
政
庁
に
知
ら
せ
た
こ
と
を
理
由
と

す
る
報
復
措
置

○
有
償
支
給
原
材
料
等
の
対
価
の
早
期

決
済

○
割
引
困
難
な
手
形
の
交
付

下
請
中
小
企
業
振
興
法

【
振
興
基
準
】

○
下
請
事
業
者
の
生
産
性
の
向
上
及
び

製
品
若
し
く
は
情
報
成
果
物
の
品
質

若
し
く
は
性
能
又
は
役
務
の
品
質
の

改
善

○
親
事
業
者
の
発
注
分
野
の
明
確
化
及

び
発
注
方
法
の
改
善

○
下
請
事
業
者
の
施
設
又
は
設
備
の
導

入
、
技
術
の
向
上
及
び
事
業
の
共
同

化
○
対
価
の
決
定
の
方
法
、
納
品
の
検
査
の

方
法
そ
の
他
取
引
条
件
の
改
善

○
下
請
事
業
者
の
連
携
の
推
進

　

十
一
月
は
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月

間
で
す
。
全
国
の
公
正
取
引
委
員
会
の

地
方
事
務
所
等
や
経
済
産
業
局
等
で
、

下
請
取
引
に
関
す
る
相
談
等
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。
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BUSINESS  REPORT その１

総務部１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

詳
し
く
は
左
記
の
連
絡
先
に　

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

総
務
部
公
正
取
引
室

（
�
〇
九
八　

八
六
三　

二
二
四
三
）

経
済
産
業
部
中
小
企
業
課

（
�
〇
九
八　

八
六
二　

一
四
五
二
）

下請取引適正化推進月間キャンペーン標語

下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて 正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

公
正
取
引
委
員
会
と
地
方
有
識
者
と
の
懇
談
会

及
び
独
占
禁
止
法
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
全
国
各
都
市
に

お
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
委
員
及
び
事
務

総
長
に
よ
る
地
方
有
識
者
（
経
済
界
、
消
費

者
団
体
、
学
識
経
験
者
等
）
と
の
懇
談
会
及

び
講
演
会
を
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
競
争
政
策
に
つ
い
て
の
理
解
を
求
め

る
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
け
る
経
済
社
会

の
実
情
等
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
的
確
な

法
運
用
に
い
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
は
、
函
館
市
な
ど
九
都
市

で
開
催
さ
れ
、
那
覇
市
で
の
開
催
は
、
平
成

十
二
年
度
以
来
三
年
振
り
十
一
回
目
で
、
十

月
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
懇
談
会
に
お
い
て
は
、
地
方
有
識

者
と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
独
占
禁
止
法
講
演
会
で
は
、「
活
力

あ
る
経
済
社
会
と
公
正
取
引
委
員
会
の
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
公
正
取
引
委
員
会
柴
田
愛

子
委
員
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、一
般
企
業
、経
済
団
体
、
国

の
機
関
、
自
治
体
、
一
般
消
費
者
な
ど
約
三

三
〇
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

�

�

�

�

���������������������

���������������������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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BUSINESS  REPORT その２

財務部
　

概　

況　

　

最
近
の
管
内
経
済
情
勢
を
み
る
と
、
個
人
消

費
は
、
底
固
く
推
移
し
て
い
る
。
公
共
事
業
、

住
宅
建
設
は
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、

十
五
年
度
の
設
備
投
資
は
前
年
度
を
上
回
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

　

観
光
は
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
企
業
活
動
を
み
る
と
、
生
産

は
一
部
に
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
低
調
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
十
五
年
度

通
期
の
企
業
収
益
は
、
増
益
見
通
し
と
な
っ
て

い
る
。
企
業
の
景
況
感
は
、
現
状
は
「
上
昇
」

超
に
転
じ
、
先
行
き
は
「
上
昇
」
超
幅
が
縮
小

す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
も
の
の
、
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
管
内
経
済
は
、
一
部
に
厳
し

さ
は
残
る
も
の
の
、
観
光
は
高
水
準
で
推
移
し

て
お
り
、
全
体
と
し
て
持
ち
直
し
の
動
き
が
続

い
て
い
る
。

　

個
人
消
費
を
み
る
と
、
百
貨
店
は
引
き
続
き

大
型
ス
ー
パ
ー
出
店
の
影
響
な
ど
か
ら
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
主
要
ス
ー
パ
ー
は
新

規
出
店
効
果
の
持
続
な
ど
も
あ
っ
て
、
主
力
の

飲
食
料
品
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
前

年
を
上
回
っ
て
お
り
、
底
固
い
動
き
と
な
っ
て

い
る
。

　

耐
久
消
費
財
で
は
、
家
電
販
売
は
猛
暑
効
果

か
ら
エ
ア
コ
ン
が
好
調
な
も
の
の
、
パ
ソ
コ
ン

を
中
心
と
し
た
主
力
の
Ｏ
Ａ
機
器
等
が
低
調
な

こ
と
か
ら
、
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
自
動
車

販
売
は
、
新
車
販
売
は
軽
自
動
車
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
前
年
を
上
回
っ
て
い

る
。
中
古
車
販
売
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
個
人
消
費
は
、
底
固
く
推
移

し
て
い
る
。

　

観
光
に
つ
い
て
み
る
と
、
観
光
入
込
客
数

は
、
八
月
ま
で
の
累
計
が
同
期
間
の
過
去
最
高

を
記
録
す
る
な
ど
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

主
要
ホ
テ
ル
の
客
室
稼
働
率
、
客
室
単
価
、

客
単
価
は
と
も
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

観
光
関
連
施
設
の
入
場
者
数
は
、
高
水
準
で

あ
る
入
込
み
客
や
、
美
ら
海
水
族
館
の
効
果
か

ら
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
観
光
は
高
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。

　

住
宅
建
設
を
新
設
住
宅
着
工
戸
数
で
み
る

と
、
持
家
、
分
譲
で
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
も

の
の
、
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い
貸
家
で
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
は
前
年
を
上

回
っ
て
い
る
。
新
設
住
宅
の
着
工
床
面
積
も
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

資
金
別
の
着
工
戸
数
で
は
、
公
的
資
金
が
前

年
を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
民
間
資
金
は
前

年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

設
備
投
資
の
動
向
を
み
る
と
、
十
五
年
度

（
実
績
見
通
し
）
は
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と

も
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産

業
で
も
前
年
度
を
上
回
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
共
事
業
の
動
向
を
公
共
工
事
前
払
保
証
請

負
額
で
み
る
と
、
国
等
で
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
も
の
の
、
県
、
市
町
村
で
前
年
を
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
前
年
を
上
回
っ
て

い
る
。

　

生
産
活
動
を
み
る
と
、
建
設
資
材
関
連
で

は
、
棒
鋼
が
前
年
を
上
回
っ
て
お
り
、
セ
メ
ン

ト
、
生
コ
ン
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
、
ア
ル
ミ
型
材

は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
食
料
品
で

は
、
パ
ン
・
め
ん
類
が
前
年
を
下
回
っ
て
い
る

も
の
の
、
ビ
ー
ル
類
、
食
肉
加
工
品
、
泡
盛
は

前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産
活
動
は
一
部
に
動
き
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
低
調
な
動

き
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
収
益
（
石
油
、
電
気
・
ガ
ス
を
除
く
）

を
み
る
と
、
十
五
年
度
上
期
は
、
製
造
業
で「
減

益
」
と
み
て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増

益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
「
増

益
」
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
十
五
年
度
下
期

は
、
製
造
業
で
「
減
益
」
と
み
て
い
る
ほ
か
、

非
製
造
業
で
「
減
益
」
と
み
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
産
業
で
は
「
減
益
」
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

十
五
年
度
通
期
は
、
製
造
業
で
「
減
益
」
と
み

て
い
る
も
の
の
、
非
製
造
業
で
「
増
益
」
と
み

て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
「
増
益
」
見

通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
の
景
況
感
を
み
る
と
、
現
状
（
十
五
年

七
〜
九
月
期
）
で
は
、
製
造
業
で
「
下
降
」
超

幅
が
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
ウ
ェ
イ
ト
の
高

い
非
製
造
業
で
「
上
昇
」
超
に
転
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
全
産
業
で
も
「
上
昇
」
超
に
転
じ
て

い
る
。
な
お
、
先
行
き
は
、
製
造
業
で
「
下
降
」

超
幅
が
拡
大
す
る
も
の
の
、
ウ
ェ
イ
ト
の
高
い

非
製
造
業
で
引
き
続
き
「
上
昇
」
超
で
推
移
す

る
こ
と
か
ら
、
全
産
業
で
は
引
き
続
き
「
上
昇
」

超
で
推
移
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
倒
産
を
み
る
と
、
件
数
、
負
債
金
額
と

も
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

雇
用
情
勢
を
み
る
と
、
完
全
失
業
率
は
依
然

と
し
て
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

　

有
効
求
人
倍
率
は
や
や
改
善
の
動
き
が
み
ら

れ
る
。

　

新
規
求
人
数
、
県
外
か
ら
の
受
求
人
数
は
引

き
続
き
増
加
し
て
お
り
、
就
職
件
数
も
増
加
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、
改
善
の
動
き
が
み

ら
れ
る
。

　

消
費
者
物
価
を
み
る
と
、
保
健
医
療
、
交
通
・

通
信
な
ど
で
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、
食
料
、

被
服
及
び
履
物
な
ど
多
く
の
費
目
で
下
落
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
で
も
引
き
続
き
弱

含
ん
で
い
る
。

　

金
融
面
を
み
る
と
、
設
備
資
金
、
運
転
資
金

と
も
に
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

農
産
品
を
野
菜
・
果
実
を
出
荷
量
、
出
荷
額

で
み
る
と
、
出
荷
量
は
、
県
内
向
け
が
前
年
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
前
年
を
下
回
っ
て
い

る
。
出
荷
額
で
は
、
県
内
向
け
、
県
外
向
け
と

も
に
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
。
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去
る
九
月
二
十
五
日
那
覇
市
内
の
自

治
会
館
に
お
い
て
、「
食
品
の
安
全
・
安

心
に
関
す
る
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
食
品

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
推
進
に
向
け
て

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
や
偽
装
表

示
等
に
よ
り
、
食
に
対
す
る
社
会
的
関

心
が
高
ま
る
中
、
食
品
の
生
産
・
製
造
・

流
通
の
各
段
階
で
食
品
の
識
別
番
号
と

そ
の
食
品
の
仕
入
れ
先
、
販
売
先
等
を

記
録
・
保
管
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ま

で
の
工
程
履
歴
の
追
跡
・
遡
及
が
可
能

と
な
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
以
下
、

ト
レ
サ
）
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、

農
林
水
産
省
、沖
縄
県
、（
社
）農
協
流
通

研
究
所
が
共
同
で
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
、
一
般
消
費
者
、
製
造
業

者
、
加
工
業
者
、
流
通
業
者
等
二
〇
〇

名
が
参
加
し
、
食
品
の
安
全
性
へ
の
関

心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
基
調
講
演
に

法
政
大
学
工
学
部
福
田
好
朗
教
授
、
県

内
外
の
事
例
報
告
者
に
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
の
園
芸
部
直
販
課
中
村
勲
係
長
、

（
株
）デ
ジ
タ
ル
あ
じ
ま
ぁ
の
上
地
哲
代

表
取
締
社
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
前
者
の
他
、
Ｊ
Ａ

お
き
な
わ
大
城
敏
秀
農
産
園
芸
部
長
、

コ
ー
プ
お
き
な
わ
共
同
購
入
事
業
本
部

川
越
雄
一
郎
共
同
購
入
商
品
部
長
及
び

沖
縄
県
婦
人
連
合
会
松
田
敬
子
理
事
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
基
調
講
演
を
行
っ
た
福

田
教
授
は
、「
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
の
間

の
情
報
を
ど
う
や
っ
て
伝
え
て
い
く

か
、
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
に
情
報
を

迅
速
に
提
供
で
き
る
か
、
事
故
の
原
因

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
答
え
る
よ
う
に
す

る
の
が
ト
レ
サ
で
あ
る
。
ト
レ
サ
を
新

し
い
商
売
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
考

え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
報
告
し

ま
し
た
。

　

次
に
、
県
外
事
例
報
告
の
中
村
氏

は
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
栽
培
で
、
ト
レ
サ

を
導
入
し
た
農
家
が
自
信
を
持
っ
て
生

産
し
て
い
る
こ
と
が
消
費
者
の
信
頼
を

得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
差
別

商
品
な
の
で
高
く
売
れ
る
こ
と
、
生
産

履
歴
を
記
録
す
る
こ
と
が
何
か
起
き
た

と
き
の
保
険
に
も
な
る
し
、
来
年
の
生

産
へ
の
基
礎
デ
ー
タ
に
も
な
る
こ
と
等

を
上
げ
、
ト
レ
サ
を
進
め
る
メ
リ
ッ
ト

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

県
内
事
例
報
告
の
上
地
氏
は
、「
今
ほ

ど
沖
縄
の
商
品
が
健
康
・
長
寿
に
つ
な

が
る
も
の
と
し
て
全
国
か
ら
関
心
を
持

た
れ
て
い
る
時
期
は
な
い
。
し
か
し
、

や
や
も
す
る
と
短
い
間
に
崩
れ
か
ね
な

い
も
の
で
あ
る
」
と
の
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
上
で
、
自
ら
東
京
の
伊
勢
丹
で
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
置
い
て
豚

の
生
産
履
歴
情
報
提
供
と
同
時
に
「
お

き
な
わ
紅
豚
」を
販
売
し
、一
般
消
費
者

や
保
健
所
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
こ
と

を
報
告
し
、
ト
レ
サ
が
大
き
な
付
加
価

値
と
し
て
機
能
す
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
大
城
氏
は
、
Ｊ
Ａ

お
き
な
わ
の
取
組
を
紹
介
し
、
各
普
及

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
農
薬
の
適
正
使

用
の
た
め
の
勉
強
会
を
定
期
的
に
実
施

し
、
ほ
場
で
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
指

導
徹
底
、
ト
レ
サ
の
普
及
推
進
の
た
め

の
栽
培
記
録
指
導
へ
の
取
組
に
力
を
入

れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
特

に
、
残
留
農
薬
に
つ
い
て
は
予
算
を
計

上
し
、
主
要
品
目
に
つ
い
て
の
検
査
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
安

全
・
安
心
と
健
康
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。

　

川
越
氏
は
、
豚
肉
に
つ
い
て
、
生
産

者
、
と
畜
業
者
、
加
工
業
者
、
飼
料
業

者
、
生
協
、
組
合
員
が
二
ヶ
月
に
一
度

産
直
協
議
会
を
行
っ
て
い
る
取
組
状
況

を
報
告
し
、
今
後
は
生
産
者
の
飼
育
、

肥
培
日
報
も
協
議
会
に
か
け
、
食
品
全

体
の
安
全
の
底
上
げ
を
し
た
い
と
の
意

気
込
み
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
田
氏
は
、
ト
レ
サ
に
は
食

品
が
消
費
者
の
手
に
届
く
ま
で
の
情
報

が
あ
り
、こ
れ
に
対
し
、消
費
者
か
ら
物

が
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
い
い
点

だ
と
ト
レ
サ
の
メ
リ
ッ
ト
を
取
上
げ
た

上
で
、
消
費
者
も
色
々
と
学
習
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
の
課
題
も
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
福

田
教
授
か
ら
、「
ト
レ
サ
に
よ
り
地
域
の

独
自
性
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
小

さ
い
業
者
は
小
さ
い
な
り
に
独
自
性
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

な
が
る
。
し
か
し
、
自
分
な
り
の
責
任

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

難
し
い
問
題
は
多
い
が
、
消
費
者
と
一

緒
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

BUSINESS  REPORT その３

農林水産部
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急
速
な
高
齢
化
や
身
体
障
害
者
の
社

会
参
加
の
要
請
に
適
切
に
対
応
し
、
誰

も
が
公
共
交
通
機
関
を
円
滑
に
利
用
し

て
移
動
が
で
き
る
た
め
に
は
、
施
設
整

備
（
ハ
ー
ド
面
）
だ
け
で
な
く
、
誰
も

が
手
助
け
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
（
ソ

フ
ト
面
）
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
運
輸

部
で
は
、
毎
年
、「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

教
室
」
を
開
催
し
、
健
常
者
を
対
象
と

し
て
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
の
擬
似

体
験
や
介
助
体
験
を
行
い
、
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

意
識
を
醸
成
し
、
誰
も
が
高
齢
者
や
身

体
障
害
者
等
に
対
し
、「
お
手
伝
い
し

ま
し
ょ
う
」
と
ご
く
自
然
に
声
を
か
け

て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

は
、
石
垣
市
の
バ
ス
会
社
が
県
内
で
初

め
て
低
床
式
路
線
バ
ス
を
導
入
し
た
こ

と
や
、
石
垣
市
、
石
垣
市
社
会
福
祉
協

議
会
等
関
係
機
関
が
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
教
室
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
人
権
教
育
研
究
校
に
指
定
さ
れ
て

い
る
石
垣
市
立
八
島
小
学
校
に
お
い

て
、「
総
合
的
な
学
習
」
の
一
環
と
し

て
、
九
月
二
十
六
日
に
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
同
校
の
五
年
生
七
十
三
名

や
父
母
、
石
垣
市
等
関
係
機
関
か
ら
多

数
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
児
童
は
ア

イ
マ
ス
ク
や
白
杖
、
車
イ
ス
や
高
齢
者

擬
似
体
験
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
低
床
バ
ス

に
乗
車
し
、
体
の
不
自
由
な
人
の
擬
似

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

明
る
く
元
気
な
児
童
も
、
体
験
時
に

は
「
き
つ
い
」、「
前
が
見
え
な
く
て
怖

か
っ
た
」等
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
が
書
い
た
作
文
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　

「
今
回
バ
ス
で
体
験
を
し
て
、
本
当

に
大
変
な
こ
と
が
何
か
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
体

験
か
ら
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た

ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
心
の
バ
リ
ア
を
取

り
除
き
、
バ
リ
ア
を
見
つ
め
直
し
て

「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
気
軽

に
声
を
か
け
ら
れ
る
雰
囲
気
を
私
た
ち

か
ら
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「
み
ん
な
」の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な

「
み
ん
な
」
が
い
る
こ
と
を
い
つ
も
心

に
と
め
、
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
、
介

助
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。」

　

運
輸
部
と
し
て
も
、
今
回
の
体
験
を

と
お
し
て
少
し
で
も
多
く
の
人
た
ち
が

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

BUSINESS  REPORT その４

運輸部

車イス利用体験　その２

視覚障害者擬似体験　その２

車イス利用体験　その１

視覚障害者擬似体験　その１



台
風
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

被
害

　

沖
縄
は
毎
年
大
小
合
わ
せ
て
二
十
個

前
後
の
台
風
が
通
過
す
る
台
風
県
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
も
人
や
建
物
、
農
作
物

等
に
対
す
る
被
害
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
電
気
や
ガ
ス
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
被
害
は
住
民
の
生
活
に
直
接

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
電
気
及
び
ガ
ス

事
業
者
に
お
い
て
は
台
風
被
害
を
極
小

化
す
る
た
め
の
恒
久
対
策
と
停
電
時
間

短
縮
化
の
た
め
の
早
期
復
旧
対
策
に
努

力
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

台
風
十
四
号
に
お
け
る
宮
古
島

の
被
害
状
況

　

去
る
、
九
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に

か
け
て
宮
古
島
を
通
過
し
た
台
風
十
四

号
は
最
大
瞬
間
風
速
七
十
四
・
一　

と
m/s

言
う
記
録
的
な
暴
風
に
よ
り
宮
古
島
に

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
状
況
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

■ 

電　

気

　

宮
古
島
総
需
要
戸
数
の
九
十
七
・
七

％
に
当
た
る
二
万
一
千
四
百
戸
が
停
電

し
、
完
全
復
旧
は
二
十
三
日
の
夜
と
な

り
ま
し
た
。
　

主
な
設
備
被
害
は
、
電
柱

の
倒
壊
、
折
損
、
傾
斜
が
九

百
三
十
本
、
柱
上
変
圧
器
破

損
が
百
二
十
五
台
、
開
閉
器

破
損
が
十
八
台
で
し
た
。

■ 

ガ　

ス

　

簡
易
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て

は
、
各
需
要
家
に
設
置
し
て

あ
る
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
が

風
圧
に
よ
り
誤
作
動
を
お
こ

し
、
一
部
の
需
要
家
に
一
時

的
に
供
給
停
止
状
態
が
あ
っ

た
も
の
の
他
は
特
に
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■ 

復
旧
作
業
状
況

　

台
風
通
過
直
後
の
十
二
日
早
朝
に

は
、
停
電
の
早
期
復
旧
の
た
め
本
島
及

び
八
重
山
か
ら
自
衛
隊
機
、
民
間
機
臨

時
便
に
て
第
一
次
作
業
員
が
派
遣
さ

れ
、
そ
の
後
最
大
四
八
〇
人
が
復
旧
作

業
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
工

事
車
両
百
十
二
台
、
輸
送
車
両
九
十
六

台
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
九
百
十
一
本
等

が
運
び
こ
ま
れ
、
沖
縄
電
力
グ
ル
ー
プ

14
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九
月
に
発
生
し
た
台
風
十
四
号
が
宮
古
島
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、
特
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
は
長

時
間
に
亘
る
停
電
が
住
民
生
活
や
産
業
活
動
の
機
能
を
麻
痺
さ
せ
ま
し
た
。
今
般
の
台
風
は
歴
史

上
稀
に
見
る
大
型
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
今
や
現
代
社
会
に
お
い
て
、
あ
っ
て
当
た
り
前
の

電
気
や
ガ
ス
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
の
混
乱
振
り
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
常
襲
地
沖
縄
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
現
状
か
ら
、
今
後
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
お
け
る
台
風
被
害
の
極
小
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

電柱の折損

内管工事検収
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の
最
大
限
の
努
力
と
各
関
係
機
関
の
協

力
に
よ
り
大
災
害
に
も
関
わ
ら
ず
、
二

週
間
弱
で
完
了
し
ま
し
た
。

台
風
に
伴
う
停
電
原
因

　

台
風
時
の
停
電
の
主
な
原
因
は
電
線

及
び
柱
上
変
圧
器
等
へ
の
飛
来
物
に
よ

る
断
線
・
損
壊
等
が
大
半
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
飛
来
物
は
看
板
や
ゴ
ミ

バ
ケ
ツ
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
等
で
、
こ
れ

が
電
線
や
変
圧
器
に
直
撃
し
た
り
、
電

線
に
絡
み
つ
い
て
風
圧
を
増
幅
し
断
線

さ
せ
、
停
電
を
起
こ
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
街
頭
や
住
宅
の
庭
か
ら
伸
び
て
い

る
樹
木
の
枝
と
、
配
電
線
や
引
き
込
み

線
が
暴
風
に
よ
っ
て
摩
擦
を
繰
り
返
す

こ
と
で
断
線
と
な
る
場
合
や
予
想
以
上

の
暴
風
に
よ
り
電
柱
が
倒
壊
す
る
こ
と

で
断
線
し
た
り
、
落
雷
の
衝
撃
に
よ
り

発
電
・
送
電
設
備
に
破
損
が
生
じ
停
電

を
起
こ
す
事
も
あ
り
ま
す
。

対

策

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
電
力
設
備
に
対

す
る
被
害
の
極
小
化
対
策
が
考
え
ら
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
目
に
は
台
風
前
の
対
策
と
し
て

事
業
者
に
よ
る
街
頭
樹
木
の
伐
採
作
業

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
暴

風
の
場
合
、
樹
木
が
激
し
く
揺
れ
て
接

触
す
る
可
能
性
の
あ
る
配
電
線
に
は
接

触
防
止
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
て
い
ま

す
。

　

二
つ
に
は
電
柱
の
強
化
と
い
う
方
法

が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
大
き
な
台
風
の

場
合
は
予
想
以
上
の
暴
風
を
引
き
起
こ

し
、
強
化
基
準
以
上
の
風
力
が
加
わ
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
電
柱
の
強
度
を
今

以
上
に
見
直
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
柱
を
支
柱
や
支
線
に
よ
り

補
強
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
台

風
十
四
号
の
宮
古
島
の
被
害
で
は
相
当

数
の
電
柱
が
破
損
し
ま
し
た
が
、
支
柱

や
支
線
で
支
え
ら
れ
て
い
る
電
柱
の
破

損
が
少
な
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、

遮
へ
い
物
が
少
な
く
直
接
暴
風
を
受
け

る
郊
外
の
電
柱
へ
の
効
果
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
と
し
て
電
線
類
の
地
中
化
と

い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
土

木
工
事
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
幹
線
か

ら
各
家
庭
へ
の
引
込
み
線
も
地
中
化
を

要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
電
柱
の
架
空
線

に
比
べ
十
倍
〜
二
十
倍
と
い
う
膨
大
な

工
事
費
用
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
中
化
し
た
設
備

投
資
額
は
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
繋
が

る
こ
と
も
念
頭
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

一
方
で
需
要
者
自
ら
の
対
策
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
台
風
時
の
飛
来
物
を
少

な
く
す
る
た
め
、
飛
散
し
そ
う
な
物
に

対
す
る
固
定
化
や
事
前
撤
去
が
あ
り
ま

す
。
店
頭
に
置
か
れ
て
い
る
看
板
や
家

庭
用
の
ゴ
ミ
バ
ケ
ツ
、
農
家
の
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
等
の
飛
散
対
策
は
需
要
者
自

ら
の
心
掛
け
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
庭
か
ら
伸
び
て
い
る
樹
木

の
枝
が
配
電
線
と
接
触
し
て
い
る
、
も

し
く
は
揺
れ
る
と
接
触
す
る
よ
う
な
状

態
の
場
合
は
自
ら
伐
採
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
対
策
と
し
て
重
要
で
す
。

最
後
に

　

今
般
の
台
風
の
よ
う
に
強
大
な
破
壊

力
を
持
つ
自
然
の
力
に
は
、
設
備
の
限

界
も
あ
り
停
電
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被

害
を
全
く
起
こ
さ
せ
な
い
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
す
。そ
の
た
め
、沖
縄
電
力　
（株）

に
お
い
て
は
、
今
回
の
被
害
状
況
の
分

析
と
反
省
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
な
視
点

で
如
何
に
停
電
被
害
を
小
さ
く
、
復
旧

時
間
を
短
縮
さ
せ
る
か
を
課
題
と
し
、

低
コ
ス
ト
で
安
定
的
な
電
気
供
給
設
備

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

BUSINESS  REPORT

経済産業部

樹木の伐採作業

宮古島復旧作業

宮古島復旧作業



平成１５年度「統計の日」農林
水産大臣感謝状伝達式を開催

　去る10月20日、那覇市おもろ

まちに開設された那覇第２合同庁

舎において、農林漁業関係者多数

の臨席の下に、「平成15年度農林

水産大臣感謝状伝達式」が挙行さ

れました。

　伝達式においては、冒頭、私市

沖縄総合事務局次長の代読で、沖

縄総合事務局長から受賞者の永年

にわたる協力に対する謝意が表さ

れ、引き続き本島地区の農家19名

の方々に農林水産大臣感謝状が伝

達されました。

　また、併せて農林水産統計情報

業務に１年以上にわたってご協力

を頂き、他の模範となる農家等に

対して沖縄総合事務局長感謝状が

授与されました。

　なお、宮古及び八重山地区にお

いては、それぞれ10月21日と22

日に各地区の統計・情報センター

において伝達式が挙行されました。

 

米州開発銀行（ I DB ）
ラテンアメリカ・セミナー

～2005 沖縄総会に向けて～

　去る10月24日、米州開発銀行
（IDB）ラテンアメリカ・セミナー
が那覇市旭町のおきでんふれあい
ホールで開催されました。
　これは2005年IDB沖縄総会の
プレイベントとして、県民に対し
てIDBやその活動内容、日本の
IDBや中南米地域に対する貢献の
状況などを紹介し、県民挙げての
受入体制をつくり上げていくため
のものです。
　今回のセミナーでは、IDB地域
統合局長のノーラ・レイ・デ・マ
ルランダ氏によるラテンアメリカ
諸国の現状とIDB及び日本の貢献
についての基調講演に加え、中南
米にゆかりのある県関係者として
ペルー出身で県系３世の仲宗根マ
リア氏、「世界ウチナンチュ紀行」
の制作で知られる沖縄テレビ報道
制作局長の前原信一氏、国連ラ
テンアメリカ経済委員会等に勤務
した経験を持つ沖縄キリスト教短
期大学教授の野崎茂氏から、自身
の経験を交えて沖縄と中南米との
関わり、IDB総会に寄せる思いな
ど多岐に渡る興味深い講演があり
ました。
　200人以上とほぼ満席近く集
まった参加者は熱心に講演に聞き
入り、セミナーは盛況のうちに終
了しました。今後も、来年３月の
リマ総会での沖縄紹介のためのプ
レゼンテーションやその後のプレ
イベント等を通じて県民全体の一
層の盛り上がりを醸成していくこ
ととしています。

茂木敏充 沖縄及び北方対策
担当大臣が就任後初来沖

　茂木敏充　沖縄及び北方対策担
当大臣が就任後初めて、10月４日
から５日の日程で来沖されました。
　茂木大臣は、４日の午後10時30
分に那覇空港に到着し、翌日の５日
朝、国立沖縄戦没者墓苑と大臣の出
身地である栃木県の慰霊碑「栃木の
塔」を参拝するとともに、平和の礎
及び沖縄平和祈念堂の視察を行い
ました。その後、恩納村に移動し、
沖縄科学技術大学院大学建設予定
地の視察を行いました。
　このほか、午後には、稲嶺沖縄県
知事及び伊良皆沖縄県議会議長と
の懇談、翁長沖縄県市長会会長をは
じめとする市町村４団体代表及び
各圏域団体代表との懇談、仲井真沖
縄県商工会議所連合会会長をはじ
めとする経済団体代表との懇談、県
内マスコミ各社との懇談を行い、宜
野湾市の嘉数高台公園から普天間
飛行場の視察、沼田特命全権大使
（沖縄担当）との懇談後、ゆいレール
に乗車し、県庁前駅から那覇空港駅
まで移動され、午後８時発の飛行機
で帰任されました。
　茂木大臣は沖縄総合事務局幹部に
対し訓示を行い、「復帰後30余年が
経過し、沖縄が新たな発展の基盤を
築いていく重要な時期に担当大臣
に就任することとなり、県民の皆様
の夢や希望を一歩一歩実現するよ
う全力を尽くす。」と表明し、「沖縄
総合事務局は、地域社会と国とを結
ぶ重要な役割を果たしており、現場
の状況をいち早く中央に伝えると
ともに、課題に対し臨機に的確かつ
適切に対処するよう業務に精励い
ただきたい。」と述べられました。
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平成１５年度
船員労働安全衛生月間の実施

　陸上労働者に比べて発生率の高
い船員の災害（陸上の約５倍）や、
疾病（特に近年割合が高くなって
いる生活習慣病）の防止について、
船舶事業者及び船員の意識を高め
ようと、９月を船員労働安全衛生
月間とし、各種の行事を展開しま
した。
　まず、９月１日に沖縄県水産会
館において船員、船舶所有者、行
政機関等100名余の参加のもと船
員災害防止大会が開かれ、船員を
とりまく厳しい状況下において、
災害の絶無と健康の維持を更に推
進していこうとする大会宣言がな
されました。
　この後、「SARSより禁煙、AIDS
より肥満防止」の演題で那覇検疫
所　所長内藤誠氏による特別講演
が行われました。
　このほか、会場には、作業用救
命衣、安全靴、救命浮環等、船員
の保護具の展示場も開設され、
年々機能が増している保護具に参
加者らの関心が集まりました。
　また、月間中は、訪船指導員が、
県内各港に停泊中の船舶を訪れ、
海中転落事故を防ぐための舷梯
（岸壁と船舶を結ぶ梯子）の設置状
況、飲用水の水質等、数十の項目
についての点検指導を行いました。
　さらに、９月１７日には遭難時に
生存するための教育訓練として、
サバイバルトレーニング講習会が
開催されました。

平成１５年度
全国道路標識週間の実施

　道路標識の充実と利用者の利便

向上を図ることを目的に、平成１５

年１０月１日～７日まで各道路管理

者、公安委員会の協力のもと全国

道路標識週間を実施しました。  

　今年の活動は、ポスター掲示、

ラジオ放送、道路情報板、電光掲

示板等による広報、活動でリーフ

レット配布、沖縄県庁1Fロビー

と道の駅「許田」にてパネル展示

を行ないました。

　また、関係道路管理者から構成

される道路標識適正化委員会にて

道路利用者の立場に立った道路標

識の適正化を図り、わかりやすい

道路標識の整備に向けて調整検討

を行なっております。

　なお、道路標識・表示に関する

一般の方からの意見を求めるため

の標識BOX（意見箱）を県内52箇

所に設置しています。さらに、

インターネットホームページにも

コーナーを開設しています。

アドレスは

http://www.road.dc.ogb.go.jp/

index.html

　期間中は多数の方が展示コー

ナーを訪れ、意見を寄せられまし

た。ご意見は今後の標識整備に反

映していくこととしています。

「第20回伝統的工芸品月間国
民会議沖縄地区大会」の開催

　10月30日（木）、「第20回伝統的工

芸品月間国民会議沖縄地区大会」を

開催しました。

　これは、伝統的工芸品月間推進沖

縄地区協議会（経済産業部事務局）

と（財）伝統的工芸品産業振興協会

との共催により、伝統的工芸品のす

ばらしさを県民の皆様に広く理解

していただき、用と美を兼ね備えた

伝統的工芸品の普及を目的に、毎年

11月の「伝統的工芸品月間」事業の

一環として取り組まれているもの

で、今年で20回目を迎えました。

　同大会では、伝統的工芸品産業功

労者等内閣府沖縄総合事務局長表

彰と、伝統的工芸品月間図画・作文

コンクール表彰が行われ、功労者等

局長表彰では、吉本敏子さん（那覇

伝統織物事業協同組合）、高江洲康

信さん（壷屋陶器事業協同組合）、長

山幸子さん（琉球びんがた事業協同

組合）、兼島靖さん（壷屋陶器事業協

同組合）の４名が伝統的工芸品産業

の振興、発展への貢献が認められた

として、受賞されました。

　図画・作文コンクール表彰では、

図画の部で青山友里さん（具志川市

立あげな小学校）の作品が、作文の

部で金城恵里奈さん（南風原町立南

星中学校）の作品が、それぞれ内閣

府沖縄総合事務局長賞を受賞され

ました。
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膨張式救命筏を展張させてのサバイバルトレーニングの光景
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「
群
星
」
九
月
号
に
引
き
続
き
、
平
成
十
五

年
五
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
安
達
前
政
策

統
括
官
（
沖
縄
担
当
）
の
講
演
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。

　

た
だ
問
題
は
、
い
ま
や
沖
縄
フ
リ
ー
ト

レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
構
想
な
ん
て
い
う
よ
り
は
、

日
本
列
島
全
体
が
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
工
業

製
品
の
関
税
水
準
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
も

う
平
均
で
ゼ
ロ
に
近
い
わ
け
で
す
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
黒
字
大
国
で
輸
出
貿
易
摩
擦
で

各
国
か
ら
叩
か
れ
ま
く
っ
て
、
工
業
製
品
中

心
で
す
け
れ
ど
も
、
関
税
は
率
先
し
て
と
い

う
こ
と
で
、
他
の
先
進
国
以
上
に
低
い
水
準

に
ど
ん
ど
ん
下
げ
て
、
と
い
う
歴
史
で
し
た

か
ら
、
も
う
工
業
製
品
の
関
税
水
準
と
い
う

の
は
例
外
的
な
も
の
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
お
し
な
べ
て
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
み
た
い
な

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。

　

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
い
ま
さ
ら
フ
リ
ー
ト

レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
と
い
う
こ
と
に
仮
に
沖
縄
だ

け
ゼ
ロ
に
す
る
と
言
っ
た
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

差
が
な
い
わ
け
で
す
。
よ
く
有
名
な
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
で
も
「
制
度
的
差
別
化
」
に
よ
っ
て

地
域
振
興
と
声
高
に
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
い

い
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
分
野
で
や
る

か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
効
果
的
か
ど
う

か
と
い
う
の
は
全
然
違
う
わ
け
で
、
工
業
製

品
の
関
税
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
と
き
に
、
い
く
ら

関
税
ゼ
ロ
の
特
別
特
区
を
つ
く
る
と
い
っ

た
っ
て
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で

す
。
で
す
か
ら
、
全
県
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド

ゾ
ー
ン
構
想
と
い
う
の
は
復
帰
の
時
に
言
い

出
し
て
や
っ
て
い
た
ら
も
の
す
ご
く
お
も
し

ろ
い
こ
と
に
な
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
。
だ

け
ど
二
十
、
三
十
年
遅
か
っ
た
と
い
う
の

が
、
偽
ら
ざ
る
感
想
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
高
関
税
の
農
林
水
産
分
野
で

フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
で
関
税
ゼ
ロ
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
す
る
と
ど
う
な
る
か
と
い

う
こ
と
で
、
地
域
産
業
連
関
表
と
い
う
の
を

使
っ
て
、
当
時
通
産
省
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
ら
、
沖
縄
の
農
林
水
産

業
は
大
体
三
〜
四
割
ぐ
ら
い
出
荷
額
が
激
減

す
る
と
い
う
数
字
が
出
て
い
ま
し
た
。
案
の

定
、
こ
の
全
県
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
構

想
は
、
当
時
沖
縄
の
農
林
水
産
業
界
か
ら
猛

烈
な
反
対
論
が
出
て
、
そ
れ
で
県
自
身
も
段

階
的
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
県
フ
リ
ー

ト
レ
ー
ド
ゾ
ー
ン
は
理
想
だ
け
れ
ど
も
将
来

の
課
題
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
当
面
は
地
域

限
定
型
、
業
種
限
定
型
で
や
り
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
結
局
、
中
城
の
特
別
自
由
貿
易
地

域
制
度
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
で
一
見
華
々
し
い

構
想
も
、
い
ま
ど
う
な
の
か
と
い
う
産
業
の

実
態
み
た
い
な
こ
と
を
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
ち
ょ
っ
と
私
な
り
に
、
産
業
は

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
う
ま
く
立
地
す
る

か
。
こ
れ
は
企
業
誘
致
で
も
、
地
元
で
産
業

が
ど
う
い
う
分
野
で
ど
う
し
た
ら
育
つ
か
と

い
う
こ
と
と
全
く
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
ど
う
い
う
産
業
が

芽
生
え
、
育
つ
か
。
あ
る
い
は
定
着
す
る
か

と
い
う
こ
と
を
、
拙
い
で
す
け
れ
ど
そ
れ
な

り
に
自
分
の
経
験
と
い
う
も
の
で
い
く
つ
か

整
理
し
て
、
そ
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
点
は
、
需
要
地
立
地
と
い
う
点

の
重
要
性
。
先
ほ
ど
の
話
と
も
関
連
い
た
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
や
は
り
シ
ビ
ア
に

見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
お
よ
そ
製
造
業

も
、
サ
ー
ビ
ス
業
も
、
す
べ
て
の
産
業
と
い

う
も
の
は
需
要
の
あ
る
と
こ
ろ
に
育
つ
、
需

要
の
あ
る
と
こ
ろ
に
立
地
す
る
と
い
う
の
が

ま
ず
大
原
則
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
。
要
す
る
に
、
お
客
さ
ん
が
い
な

い
と
こ
ろ
に
商
売
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
い
ぶ
昔
に
読
ん
だ
本
で

す
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
で

ジ
ェ
ー
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
と
い
う
女
流
の

経
済
学
者
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
人
は
『
都
市
の
論
理
』
と
い
う
本
を
書

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
読
ん
で
非
常
に
お
も

し
ろ
い
の
は
、「
太
古
農
業
は
都
市
か
ら
起

こ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
、
今
の
人
間
か
ら
見
る
と
、
農
業

は
田
舎
の
産
業
で
、
都
市
の
産
業
と
は
別
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
ど
、
都
市
と
い
う

か
、
太
古
の
時
代
の
都
市
と
い
う
の
は
集
落

で
す
。
集
落
の
中
と
か
周
辺
で
こ
そ
農
業
は

起
こ
っ
た
。
当
た
り
前
で
し
て
、
要
す
る
に

人
の
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

離
れ
た
所
で
畑
を
耕
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
い

所
に
水
を
運
び
に
行
っ
て
、
ま
た
、
で
き
た

作
物
を
遠
い
所
か
ら
持
っ
て
く
る
な
ん
て
い

う
不
便
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
や
は
り
需
要

地
と
い
う
か
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
近
く
で

畑
を
耕
し
て
、
収
穫
し
て
、
取
り
込
ん
で
と

い
う
の
が
一
番
合
理
的
な
わ
け
で
す
か
ら
、

ま
さ
に
人
類
の
歴
史
に
お
い
て
最
初
の
産
業

で
あ
っ
た
農
業
で
す
ら
、
そ
れ
は
か
つ
て
で

言
え
ば
都
市
型
産
業
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
は
沖
縄
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
沖
縄
の

県
内
需
要
を
満
た
す
だ
け
の
産
業
を
育
て
る

と
い
う
面
に
お
い
て
そ
れ
は
十
分
可
能
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
ど
ん

ど
ん
産
業
を
起
こ
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
あ
る
意
味
で
我
々
が
や
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
、
自
然
の
摂
理
に
反
す
る

よ
う
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
需
要
地
立
地
と
い
う
引
力
に
逆
ら
っ

て
、
産
業
を
立
地
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
挑
戦
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
も
と
も
と
、
難
し
い
こ
と
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
い

と
い
け
な
い
。

　

そ
の
も
と
も
と
、
難
し
い
こ
と
を
や
っ
て

成
功
す
る
と
い
う
の
は
、
よ
っ
ぽ
ど
考
え
な

い
と
失
敗
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な

い
い
制
度
を
つ
く
っ
た
っ
て
だ
め
な
ん
で

す
。
そ
の
関
係
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
産
業

と
い
う
の
は
、
き
ょ
う
日
、
社
会
主
義
経
済

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
産
業
と
い
い
ま
す

か
、
企
業
は
自
分
の
そ
ろ
ば
ん
で
、
静
岡
に

行
っ
た
ら
こ
れ
だ
け
儲
か
る
な
と
か
、
沖
縄

に
来
れ
ば
こ
れ
だ
け
儲
か
る
な
と
、
そ
ろ

ば
ん
を
は
じ
い
て
、
こ
れ
だ
っ
た
ら
行
こ
う

と
い
う
こ
と
で
自
由
に
判
断
し
て
決
め
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
誰
も
強
制
で
き
な

い
。
国
も
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
い
ま
市
場
経
済
、
市

場
経
済
と
言
っ
て
い
る
中
で
、
そ
ん
な
強
制

は
い
ま
や
で
き
な
い
と
い
う
時
代
に
な
っ
て

18



い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
企
業
は
ど
う
い
う
ふ
う
に

し
て
意
思
決
定
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
す
け
ど
、
私
は
経
済
理
論
で
も
何
で

も
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
お
け
る
事
実

と
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
企
業
の
投
資
の

意
思
決
定
、
そ
れ
は
沖
縄
に
こ
う
い
う
工
場

を
立
地
し
よ
う
と
か
、
沖
縄
に
こ
う
い
う
事

務
所
を
開
設
し
よ
う
と
か
、
そ
う
い
う
何
が

し
か
の
投
資
を
行
う
意
思
決
定
と
い
う
も
の

の
最
大
の
要
因
は
、
中
長
期
の
財
務
の
見
通

し
を
き
ち
っ
と
立
て
て
、
そ
し
て
ゴ
ー
サ

イ
ン
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う

ふ
う
に
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
長
期
で
、

特
に
収
支
の
見
通
し
が
赤
字
に
な
る
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
ん
な
に
国
が
制

度
を
つ
く
っ
て
も
つ
い
て
来
な
い
の
で
す
。

何
と
か
か
つ
か
つ
で
も
黒
字
だ
と
い
う
、
つ

ま
り
、
ど
ん
な
制
度
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策

と
い
う
か
、
振
興
策
な
ん
か
な
く
た
っ
て
、

何
と
か
ぎ
り
ぎ
り
黒
字
で
や
っ
て
い
け
る
と

い
う
見
通
し
が
あ
る
か
ら
企
業
は
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
を
間
違
っ
て
は

い
け
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
政
府
と
か
県
と
か
、
市
の
振

興
策
は
全
く
不
要
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

く
て
、
や
は
り
初
期
段
階
の
投
資
が
リ
ス
ク

を
大
き
く
し
ま
す
の
で
、
そ
の
初
期
投
資
が

非
常
に
軽
減
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て

あ
げ
る
と
必
要
条
件
に
十
分
条
件
が
加
わ
る

み
た
い
な
形
で
、
そ
れ
で
は
出
て
行
こ
う
か

と
い
う
最
終
的
な
意
思
決
定
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
す
る
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
い
い
か
な
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

い
る
企
業
の
背
中
を
ド
ー
ン
と
強
力
に
叩
い

て
前
に
沖
縄
に
送
り
出
す
と
い
う
役
割
が

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策
な
の
で
は
な
い
か
。
し

か
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
策
が
ど
ん
な
に
よ

く
た
っ
て
、
将
来
そ
ん
な
も
の
が
な
く
な
っ

た
と
き
に
赤
字
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
す

る
と
、
企
業
は
テ
コ
で
も
動
か
な
い
と
い
う

ふ
う
に
思
い
ま
す
。
税
制
と
い
う
の
は
、
儲

か
る
企
業
だ
か
ら
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な

る
ん
で
す
。
年
間
一
億
円
の
税
金
が
か
か

る
。
そ
れ
が
沖
縄
税
制
だ
っ
た
ら
五
千
万
円

で
す
む
と
い
う
か
ら
こ
れ
は
メ
リ
ッ
ト
だ
な

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
赤
字
の
企
業
、

法
人
税
を
払
っ
て
い
な
い
企
業
は
い
く
ら
税

制
で
法
人
税
率
を
こ
れ
だ
け
こ
う
し
ま
す
よ

と
言
っ
た
っ
て
、
払
っ
て
い
な
い
税
金
を
２

分
の
１
に
し
て
も
ら
っ
た
っ
て
意
味
が
な

い
。
つ
ま
り
、
儲
か
っ
て
い
な
い
赤
字
の
企

業
に
対
し
て
は
、
税
制
に
よ
る
振
興
策
と
い

う
も
の
は
無
力
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
や

は
り
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
う
い
う
実
態
と
い

う
も
の
を
よ
く
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
需
要
地
立
地
以
上
の
立

地
を
ど
う
や
っ
た
ら
成
功
で
き
る
の
か
。
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一
つ
申
し
ま
す
と
、
い

わ
ゆ
る
原
材
料
立
地
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
太
古
農
業
は
都
市
に

起
こ
っ
た
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
例
え
ば

都
市
に
は
水
が
な
く
て
、
遠
く
の
川
か
ら

引
っ
張
っ
て
こ
な
い
と
い
け
な
い
と
な
る

と
、
ま
ず
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
は
都
市
は
生

ま
れ
な
か
っ
た
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

仮
に
そ
う
い
う
こ
と
を
想
定
し
た
と
き
に
、

集
落
の
近
く
で
は
な
い
け
ど
、
川
の
そ
ば
で

水
を
運
ぶ
の
が
楽
な
所
で
耕
作
を
し
て
、
そ

し
て
、
で
き
た
作
物
は
集
落
ま
で
運
ぶ
と
い

う
こ
と
に
し
よ
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
、
水
運
び
が
大
変
だ
か
ら
例
外
的
に
都
市

で
は
な
い
、
集
落
の
近
辺
で
は
な
い
け
れ
ど

も
、
川
べ
り
に
畑
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
か

な
ん
て
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
わ
か
ら
な

い
で
す
。
こ
れ
は
水
と
い
う
一
種
の
原
材
料

立
地
で
あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
、
琉
球
セ

メ
ン
ト
と
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
や
は
り

石
灰
石
が
豊
富
で
あ
っ
た
沖
縄
と
い
う
こ
と

が
、
需
要
も
だ
い
ぶ
県
内
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
企
業
が
成
立
す
る

前
提
条
件
に
な
っ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
石
灰

石
が
あ
る
沖
縄
で
つ
く
ら
な
い
で
県
外
で
セ

メ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
、
重
た
い
荷
物
と
し
て

県
内
に
運
ん
で
く
る
よ
り
も
、
県
内
に
石
灰

石
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
県
内
の
石
灰
石
を

使
っ
て
県
内
で
セ
メ
ン
ト
を
つ
く
る
と
い
う

の
は
合
理
的
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
一
つ
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
健
康
食
品
産
業
も
昨
今
、
原

材
料
の
ど
う
い
う
表
示
に
な
っ
て
い
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ウ
コ
ン
な
ん
か
も

輸
入
し
た
ウ
コ
ン
が
多
い
の
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
け
ど
、
少
な
く
と
も
き
っ
か
け
と

い
う
の
は
県
内
の
そ
う
い
う
健
康
関
連
の
原

料
を
素
材
に
し
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

こ
れ
も
原
材
料
立
地
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

日
本
全
体
が
円
高
等
の
中
で
海
外
シ
フ
ト

と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け

れ
ど
も
、
し
か
し
国
内
の
工
場
立
地
と
い
う

の
は
随
分
減
っ
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
大
部
分
が
地
方
資
源

型
と
い
う
業
種
に
属
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
や
は
り
需
要
地
立
地
と
い
う
よ
り
、
原
材

料
立
地
で
あ
り
、
海
外
シ
フ
ト
で
空
洞
化
と

言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
製
造
業
の
工
場

が
地
方
で
そ
れ
な
り
に
立
地
し
て
い
る
。
そ

の
多
く
は
原
材
料
立
地
た
る「
地
方
資
源
型
」

で
あ
り
ま
す
。
い
わ
ば
原
材
料
立
地
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
、
こ
れ
が
底
だ
ま
り
に
残
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
沖
縄
の
例
で
そ
う
い
う
面
で

み
ま
す
と
、
海
洋
深
層
水
は
原
材
料
立
地
と

い
う
こ
と
で
は
私
は
可
能
性
が
あ
る
分
野
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
全
国
ど
こ
を
見
て

も
、
全
国
ど
こ
で
で
も
こ
の
海
洋
深
層
水
が

引
っ
張
っ
て
こ
れ
る
場
所
が
あ
る
わ
け
が
な

い
。
内
陸
の
都
道
府
県
で
は
ま
ず
無
理
だ

し
、
で
は
海
に
面
し
て
い
る
所
と
い
っ
て
も

汚
い
海
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
し
、
で
す

か
ら
全
国
で
見
た
っ
て
、
海
洋
深
層
水
を

引
っ
張
っ
て
こ
れ
る
県
と
い
う
の
は
ほ
ん
と

に
限
ら
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
そ
う
い
う
原
材
料
も
圧
倒
的
に
原

材
料
立
地
点
と
し
て
沖
縄
は
有
利
な
わ
け
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
生
か
す

と
い
う
の
は
、
こ
の
分
野
、
原
材
料
立
地
と

い
う
切
り
口
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
一
つ
の

例
で
は
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
二
番
目
の
視
点
で
す
け
れ
ど

も
、
相
対
的
に
不
利
な
面
を
小
さ
く
す
る
と

い
う
面
で
見
ま
す
と
、
ま
ず
需
要
地
立
地
と

い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、
や
は
り
お
客

さ
ん
の
所
に
物
を
運
ぶ
と
き
に
一
番
の
需
要

地
、
お
客
さ
ん
の
い
る
所
で
つ
く
っ
た
も
の

が
一
番
輸
送
コ
ス
ト
も
安
い
と
い
う
視
点
も
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あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
面
か

ら
い
く
と
、
こ
の
需
要
地
立
地
の
制
約
と
い

う
の
は
、
輸
送
コ
ス
ト
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
輸
送
コ
ス
ト
が
大

し
た
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
な
い
と
い
う
よ

う
な
分
野
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
戦

略
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
も
四
、
五
年
前
に
県
の
幹
部
の
方
に

お
話
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の

後
ま
さ
に
中
城
な
ん
か
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
見
る
と
、
半
導
体
関
連
と
か
、
ま
さ
に

輸
送
コ
ス
ト
が
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
な
も
の
と
い

う
の
が
一
つ
の
例
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
も

と
も
と
輸
送
コ
ス
ト
の
関
係
で
言
い
ま
す

と
、
日
本
の
産
業
全
体
が
重
厚
長
大
型
の
産

業
か
ら
、
軽
薄
短
小
型
に
変
化
し
て
き
て
い

る
わ
け
で
、
し
た
が
っ
て
、
輸
送
コ
ス
ト
と

い
う
こ
と
が
産
業
に
立
地
因
子
と
し
て
み
る

と
、
か
つ
て
の
産
業
構
造
に
比
べ
る
と
い
ま

の
方
が
あ
ま
り
深
刻
で
な
い
。
相
対
的
な
深

刻
度
は
和
ら
い
で
き
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

言
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

産
業
に
は
フ
ッ
ト
タ
イ
ト
型
と
い
う
の

と
、
フ
ッ
ト
ル
ー
ス
型
と
い
う
二
つ
が
あ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
立
地
の
制
約
要
因
に
足
を

縛
ら
れ
た
業
種
と
い
う
の
は
フ
ッ
ト
タ
イ
ト

型
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
で
な
い
も
の
は
フ
ッ
ト
ル
ー
ス
型
、
足
を

縛
ら
れ
な
い
も
の
。
い
ま
言
っ
た
産
業
構
造

の
軽
薄
短
小
化
と
い
う
も
の
は
、
フ
ッ
ト

ル
ー
ス
型
の
産
業
の
比
重
を
高
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
沖
縄
に
と
っ
て

は
チ
ャ
ン
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
一
生
懸
命

強
調
し
た
い
と
思
う
の
は
、
沖
縄
に
お
い
て

は
輸
送
コ
ス
ト
と
い
う
も
の
は
非
常
に
絶
対

的
な
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
な
観
念
が
強
す
ぎ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
沖
縄
は
だ
め

な
ん
だ
と
、
宿
命
論
み
た
い
な
。
全
然
違

う
ん
で
す
。
そ
れ
は
一
つ
の
例
で
言
い
ま
す

と
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
す
け
れ
ど
も
、
毎

日
一
店
舗
当
た
り
商
品
の
搬
入
に
必
要
な
ト

ラ
ッ
ク
の
台
数
が
十
年
前
七
十
台
と
か
八
十

台
か
か
っ
て
い
た
の
が
、
最
近
で
は
十
台

な
ん
で
す
。
七
分
の
一
か
ら
八
分
の
一
、
け

た
た
ま
し
い
減
少
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
共
同

配
送
の
工
夫
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ

て
、
か
つ
て
七
十
か
ら
八
十
台
が
い
ま
十
台

で
済
む
よ
う
に
し
た
。
明
ら
か
に
輸
送
コ
ス

ト
は
そ
の
分
比
例
的
に
落
ち
て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
の
メ
ガ
コ
ン
ペ
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
い
う
か
競
争
時
代
と
い
う
の
は
、

企
業
は
そ
う
い
う
こ
と
で
輸
送
コ
ス
ト
な
ん

か
を
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
で
安
く
す
る
よ
う
に

努
め
て
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
沖
縄
に
運

ば
れ
る
物
資
の
量
と
、
沖
縄
か
ら
外
に
運
び

出
す
物
資
の
量
は
圧
倒
的
に
運
び
込
む
量
の

方
が
多
い
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ン

テ
ナ
輸
送
な
ん
か
見
て
も
、
空
荷
で
空
っ
ぽ

の
コ
ン
テ
ナ
を
本
土
に
返
し
て
い
る
と
い
う

の
が
も
の
す
ご
く
多
い
で
す
。
輸
送
会
社
か

ら
す
れ
ば
空
気
を
運
ん
で
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
少
し
で
も
需
要
が
あ
っ
て
料
金
を

払
っ
て
く
れ
る
の
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
願
っ

て
も
な
い
こ
と
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
空
の
コ
ン
テ
ナ
を
う
ま
く
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
共
同
配
送
で
荷
物
を
う
ま
く
束

ね
る
と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
輸
送
業
者

に
と
っ
て
も
非
常
に
簡
便
に
や
れ
る
よ
う
な

も
の
に
う
ま
く
つ
な
げ
て
あ
げ
れ
ば
、
本
土

向
け
の
輸
送
コ
ス
ト
と
い
う
の
も
相
当
安
く

な
る
は
ず
な
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
ベ
ー
ス

が
あ
る
わ
け
で
す
。
空
気
を
た
だ
で
運
ん
で

い
る
よ
り
は
ま
し
な
ん
で
す
。
コ
ス
ト
は
変

動
し
う
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
、
そ
し
て

そ
う
い
う
努
力
も
含
め
て
輸
送
コ
ス
ト
が
ネ

グ
リ
ジ
ブ
ル
に
な
る
よ
う
な
分
野
と
い
う
よ

う
な
も
の
を
注
目
し
て
い
く
と
い
う
の
が
第

二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
、
四
年
前
に
特
別

自
由
貿
易
地
域
制
度
を
つ
く
り
ま
し
て
、
那

覇
の
自
由
貿
易
地
域
、
そ
れ
か
ら
中
城
の
特

別
自
由
貿
易
地
域
に
適
用
す
る
新
し
い
制
度

と
い
う
こ
と
で
、
平
成
十
年
度
か
ら
関
税
の

選
択
課
税
制
度
と
い
う
の
を
導
入
し
た
わ
け

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
例
え
ば
タ
イ
の
タ
ピ
オ
カ
を

使
っ
て
何
か
製
品
を
作
る
ケ
ー
ス
を
考
え
て

み
る
と
、
タ
イ
は
沖
縄
な
ん
か
よ
り
ず
っ
と

人
件
費
が
安
い
。
原
料
立
地
と
い
う
の
だ
っ

た
ら
、
沖
縄
な
ん
か
の
中
間
的
な
所
に
運
ぶ

よ
り
も
、
原
料
が
あ
る
所
の
タ
イ
で
加
工
し

て
、
そ
し
て
嵩
の
低
い
製
品
に
ま
で
し
て
、

そ
し
て
日
本
の
本
土
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
直
行
便
で
ス
ト

レ
ー
ト
に
運
び
込
む
と
い
う

の
が
一
番
考
え
て
み
る
と
合

理
的
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

こ
と
で
、
わ
ざ
わ
ざ
沖
縄
に

原
料
を
運
び
込
ん
で
こ
こ
で

加
工
し
て
何
と
か
と
い
う
、

そ
ん
な
こ
と
を
や
る
ぐ
ら
い

だ
っ
た
ら
、
賃
金
も
安
い
、

原
料
産
出
国
で
加
工
し
た
方

が
い
い
で
す
よ
と
い
う
話
に

ど
う
し
て
も
な
っ
て
し
ま

う
。
食
肉
の
調
製
品
と
か

い
っ
た
っ
て
、
い
ま
は
も
う

タ
イ
の
骨
な
し
鶏
肉
と
か
、

焼
き
鳥
の
串
に
刺
し
た
状
態

に
ま
で
タ
イ
で
や
っ
て
冷
凍

で
運
び
込
ん
で
い
る
。
中
国

で
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
イ

モ
な
ん
か
も
皮
ま
で
む
い

て
、
す
ぐ
調
理
で
き
る
よ
う

な
と
こ
ろ
ま
で
中
国
の
工
場

で
や
っ
て
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う

い
も
の
に
伍
し
て
こ
の
沖
縄
を
加
工
型
の
中

継
基
地
と
い
う
こ
と
で
考
え
る
と
す
れ
ば
、

よ
っ
ぽ
ど
、
こ
の
沖
縄
で
の
加
工
プ
ロ
セ
ス

に
一
つ
の
マ
ジ
ッ
ク
が
あ
っ
て
、
非
常
に
付

加
価
値
を
そ
こ
で
高
め
る
何
か
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
な
い
と
、
難
し
い
と
い
う
こ
と
は

言
え
る
と
思
い
ま
す
。（

一
月
号
へ
つ
づ
く
）
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特集

MuribushiMuribushi November 200321

　去る10月16日～18日の３日間、万国津梁館において、沖縄科学技術大学院大学（仮称）設立構想に関連する

国際シンポジウムが開催されました。これは、大学院大学の先行的事業として最初に行われた学術イベント

であり、大学院大学の柱となる融合分野の研究に関する最新の研究成果の発表や意見交換を行う場を提供す

るとともに、大学院大学設立構想を広く国内外の科学者に伝えることを目的としたものです。プログラムの

概要は以下の通りです。

 

１．タイトル

 分子科学・システムに関する新しい領域：統合的アプローチ

２．分科会テーマ

 Ａ：生物科学・バイオテクノロジーの先端領域

 Ｂ：情報・計算科学

 Ｃ：ナノ科学・工学

３．スケジュール

 10月16日　 茂木沖縄・北方対策担当大臣開会挨拶、特別講演、基調講演、大学院大学設立構想に関する  

 パネルディスカッション、歓迎パーティ－

 17日 分科会、ポスター発表、学術パネルディスカッション

 18日 分科会、ポスター発表、総括パネルディスカッション、恩納村サイト等視察

 

 本シンポジウムには、20ヶ国から350人の研究者、学生等が集まり、フリードマンＭＩＴ教授をはじめとす

る30人以上の優れた科学者による講演を中心に、分野融合による新たな領域の開拓について熱気のこもった

議論を繰り広げました。

 参加者の評価は非常に高く、「発表内容は極めて興味深かった。次回もぜひ参加したい。」、「沖縄科学技術

大学院大学構想はすばらしく、成功を期待する。」、「沖縄はとても美しく、また来たい」といった声が会場内

のあちこちで聞かれました。

　本シンポジウムの成功により、今後の大学院大学設立構想の具体化に弾みがつくことが期待されます。今

後とも、内閣府としては、沖縄県民の方々のご理解、ご支援を得ながら、一歩一歩着実に構想の具体化を進

めてまいります。

沖縄科学技術大学院大学に関連する
国際シンポジウム（第１回）開催

編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後
　
記

　
組
踊
は
、
舞
踊
、
音
楽
、
台
詞
の
三
つ
の
要
素

か
ら
構
成
さ
れ
た
沖
縄
独
特
の
戯
曲
で
、
踊
奉
行

で
あ
っ
た
玉
城
朝
薫
が
中
国
か
ら
の
冊
封
使
を
歓

待
す
る
た
め
に
創
作
し
、
一
七
一
九
年
に
首
里
城

に
お
い
て
初
め
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
の
伝

統
芸
能
の
中
で
も
芸
術
性
・
芸
能
史
的
価
値
が
高

く
、
能
楽
や
歌
舞
伎
と
並
ん
で
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
組
踊
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
伝
統

芸
能
を
公
開
す
る
施
設
が
な
か
っ
た
た
め
、
沖
縄

伝
統
芸
能
の
保
存
振
興
を
図
る
拠
点
施
設
の
建
設

が
、多
く
の
県
民
か
ら
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
今
月
号
の
特
集
で
も
取
り
上

げ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
完
成
し
た
国
立
劇
場
お
き

な
わ
が
、
魅
力
あ
る
沖
縄
伝
統
芸
能
の
更
な
る
発

展
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
文
化
を
通
じ
、

本
土
を
含
め
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
交
流
の

拠
点
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

  局
報
「
群
星
（
む
り
ぶ
し
）」

 
群
星（
む
り
ぶ
し
）と
は
、沖
縄
の
方
言
で「
昴
星

（
す
ば
る
）」
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も

広
大
な
海
域
に
点
在
す
る
数
多
く
の
島
々
か
ら
成

る
沖
縄
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
群
星
は
沖

縄
の
真
上
を
運
行
し
、
昔
か
ら
農
事
等
の
暦
と
し

て
の
目
安
と
な
り
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
局
報

「
群
星
」
も
沖
縄
の
発
展
の
指
針
と
な
り
、
県
民

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
命
名

し
た
も
の
で
す
。
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隔月発行【むりぶし】

★局報「群星」に対する「皆様の声」をお待ちしています。
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国立劇場おきなわ完成

2003年11月号　沖縄総合事務局　局報／第290号

キャンプ桑江北側地区等の返還に係る
特定振興駐留軍用地跡地の指定について

第20回  伝統的工芸品月間

作 文 部 門
　内閣府沖縄総合事務局長賞
全国賞：全国都道府県教育委員会連合会会長賞

図 画 部 門
　内閣府沖縄総合事務局長賞
全国賞：文部科学大臣奨励賞
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